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概要

本報告書は、特定課題研究「スライドノートを活用した講演字幕システムの実現」に関す
る報告書である。
近年、法律の整備や施設のバリアフリー化などによって、聴覚障碍者の社会進出の機会は

増加している。しかし、小規模な研究会やグループ発表会においては、人的コスト・金銭的
コストといった問題から、情報保障を十分に実施できていないのが現状である。
本プロジェクトは、研究発表会などの発表内容がある程度決まっている講演に着目した、

Microsoft PowerPointのノート機能を活用した講演字幕システムの開発を行う。講演者は事前
に講演内容を PowerPointのノートに記述し、記述されていない即興発言や質疑応答のみを補
助者が講演中に入力する。これにより、従来の情報保障の手法よりも人的コストを小さく抑
えることができ、より手軽に聴覚障碍者への情報保障を実現することができる。
筆者のプロジェクトにおける担当範囲は入力補助機能であり、予測変換による即興発言の

入力速度向上に取り組んだ。即興発言や質疑応答は、予めノートに記述しておくことができ
ないため、補助者が手入力する必要がある。そこで、PowerPointのスライド内の本文やノー
トを予測変換のための辞書として活用することで、講演中に効率よく即興発言するための予
測変換機能を実現した。
本システムを機能評価とユーザ評価の両側面から評価した。機能評価では、予測変換に係

る 6件のバグの発見と修正を行い、要件を満たしていることを確認した。ユーザ評価は、被験
者にシステムを利用してもらい、アンケートを実施することで評価した。全般的には、講演
者と補助者からの評価において過半数の被験者から、聴覚障碍者が実際に来場するのであれ
ば本システムを利用したいという評価が得られた。また、講演を聴講した聴覚障碍者からは、
見やすさの観点から従来手法とそれほど変わらないという評価を得られた。しかし、予測変
換に対する評価としては、咄嗟に候補の選択ができず癖で手入力してしまうなど、候補の選
択に慣れないことから、被験者の 8割が簡単に利用できなかったという評価であった。今後、
予測変換の候補選択に IMEによる変換との親和性を持たせるなど、本システム全体を使いや
すさの観点から改善を行うことによって、さらなる情報保障の充実に繋がると推測される。
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第1章 序論

本章では、本報告書の導入部分としてプロジェクトの背景や目的、プロジェクトの体制に
ついて述べる。

1.1 背景

厚生労働省によって行われた平成 18年度の身体障害児・者等実態調査 [1]によると日本の
聴覚障害者数は、34万 3000人である。即ち、およそ 1000人に 3人が聴覚障害者である。し
かし、「人と比べて聞こえづらい」という判断は本人には難しいため、自身の聴覚機能の低さ
に気付かず手帳を取得していない人もいる。そのため、実際にはもっと多くの人々が聴覚障
害に悩まされている可能性が高い。さらに、近年の法律の整備や施設のバリアフリー化など
多くの面から促進されることで、聴覚障碍者の社会進出の機会は増加している。しかし、講
演会や研究発表会における聴覚障碍者の参加は非常に少ない。その要因は、それらの会場に
おける情報保障が十分に行われていないためであると考えられる。講演会や研究発表会にお
ける主な情報保障の手段としては、手話通訳や OHPによる原稿字幕投影、PCを用いた要約
筆記といった方法が用いられている [4]。しかし、いずれの手法も人的・金銭的コストや、話
者の内容を十分に文字化できない、設備・環境等が限定されるといった問題点が存在するた
め、手軽に行うことが困難である。以上の理由より、講演会や研究発表会における聴覚障害
者への情報保障は十分に普及していないのが現状である。

1.2 目的

講演会や研究発表会において、前項で述べたように様々な条件により、特に小規模な講演
会や研究発表会において情報保障を実施することが困難である。そこで本プロジェクトでは、
小規模な講演会や研究発表会を対象とした、簡易かつ低コストで実施することができる手頃
な情報保障を実現する事を目的とする。

1.3 チーム構成

本プロジェクトは、秡川友宏准教授を顧客として、チーム「LOVEPPT」で取り組む。チー
ム構成を表 1.1に示す。
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表 1.1: チーム構成

プロジェクト名
スライドノートを活用した講演字幕システムの実現

課題担当教員兼顧客
秡川友宏　准教授

チーム名
LOVEPPT
メンバー名
顧毅捷
楊暄妍
落合揺堂
後藤慎也
横山快

1.4 本報告書の構成

本報告書の構成を述べる。2章では聴覚障碍者に対する情報保障に関連した研究について述
べる。3章では、本プロジェクトにおいて提案したシステムの概要を述べる。4章では筆者の
担当範囲である入力補助機能の要件定義・設計・実装について述べる。5章では、開発を行っ
たシステムの評価について述べる。6章では、本報告書の結論を述べる。
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第2章 従来手法

本章では、既存の聴覚情報保障技術・手法について述べる。

2.1 手話通訳

手話とは、字幕による情報保障と同様にテレビや講演会において広く用いられている、視
覚言語を用いた情報保障手段である。現在では遠隔手話通訳のサービスや手話のガイドアプ
リ等も提供されている [5]。また、日本語テキストを基に手話の CGアニメーションを自動で
生成するための研究 [6]も行われており、将来的には手話通訳者がいなくても手話通訳が可能
になると考えられる。しかし、先天的な聴覚障害者は手話を第 1言語とする人も多いが、後
天的な聴覚障碍者は手話を理解できない人が多数を占めている [7]。手話では表現することが
できない専門用語が多数存在するため、手話通訳だけでは講演会や研究発表会における情報
保障としては不十分であると考えられる。

2.2 OHPによる要約筆記
講演内容を要約した内容を手書きでロールフィルムに記述し、OHPを用いて映し出す手法

である。ある程度話す内容が決まっている場では、一般に前ロールと呼ばれる手法を用いら
れる。前ロールとは、手書きの事前原稿を作成し、原稿内容を記載したロールフィルムを講
演に合わせて回転させ、それをOHPで映し出すことで字幕を表示する手法である。手書き文
字を映し出せるため、複雑な記号や数式等の字幕化が簡単である。OHPは強い光を発するた
め、担当者は偏光グラスが必要になる。PC要約筆記の普及により、実施している会場は減少
している。

2.3 スピードワープロ

スピードワープロとは、「ステノワード」という特殊な速記用キーボードを用いた日本語入
力手法である。習熟すれば１分間に 300文字以上の高速入力が可能であり、テレビ番組や講
演会、シンポジウムなどにおいても利用されている [8]。一方で、入力に特殊なキーボードと、
ステノキャプショナーと呼ばれるスピードワープロの入力技術を持った専門家が必要である
ことから、導入するためのハードルは高いといえる。
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2.4 IPtalk
IPtalkとは、栗田茂明によって開発された、聴覚障碍者への字幕による情報保障を目的とし

た要約筆記ソフトである。各種学会や障碍者スポーツ大会などにおいて情報保障用システム
として導入実績がある [10]。
運用方法としては、入力者は 2人組で講演内容を分担しながら入力を行う。また、入力者

の疲労を考慮して、交代要員用意する必要があるため、最低 2人一般的には 4人での入力を
行う必要がある [11]。OHP要約筆記において用いられていた前ロールという事前原稿を用意
する方法によって、その内容を利用して少人数で字幕の提示を行うこともできる。
従って、入力者には IPtalkを用いてチームで分担しながら要約筆記を行う技術とある程度

のタイピングスピードが要求される。よって、未経験者が入力を行う事は難しく、技術を持
つ専門家を雇用する場合、相応のコストが必要になる。

2.5 リスピーク

音声認識を用いた字幕生成の代表的な手法として、「リスピーク方式」が挙げられる。「リス
ピーク方式」とは、NHKにおいて用いられている字幕表示のための情報入力手法である [12]。
「リスピーク方式」では、リスピーカーはヘッドフォンより聞き取った内容を、音声認識の装
置に対して発話する。その発話内容を、リスピーカー専用にチューニングされた言語・音響
モデルを利用し、文章へと変換する。変換された文章は修正担当者によって修正され、字幕
として表示される [13]。
「リスピーク方式」の問題点として、環境条件が挙げられる。リスピーカーはできるだけ

雑音の入らない場所で発話しなければならない。従って、講演会等でこの方式を行う場合専
用のブースを設置する、もしくは別室に映像・音声を送信する等の対応が必要となってくる。

2.6 UDトーク
UDトーク [9]とは、株式会社プラスヴォイスより提供されている、会議のユニバーサルデ

ザイン化を目的とした会議支援 iOSアプリケーションである。ユニバーサルデザインとは、
全ての人が簡単に利用できるようなデザインのことであり、情報保障もそれに含まれる。UD
トークでは、「発言時の挙手」、「発言者は名前を名乗る」、「わかりやすくゆっくり話す」、「話し
終わったことの意思表示」をシステムによって会議におけるルールとして定めることによっ
て、誰でも参加しやすい会議を実現することで、ユニバーサルデザイン化を図っている。

UDトークは、音声認識による文字入力、キーボードによる文字入力、手書きによる文字・
イラスト入力と様々な入力方法をサポートしている。WifiもしくはBluetoothを用いて複数の
端末間で通信を行う。また、音声認識には日本語音声認識エンジン AmiVoiceを利用してお
り、認識制度は高いとはいえないが固有名詞等を辞書登録することでカスタマイズすること
が可能である。
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2.7 遠隔地リアルタイム字幕提示システム

遠隔地リアルタイム字幕提示システムとは、筑波技術大学において開発された字幕システ
ムである。ISDN回線あるいはWebから外部へ講演内容の映像・音声を送信し、それを基に
作成された字幕を任意の会場に送信することで遠隔地へのリアルタイムでの字幕の提示を実
現している。また、同大学における式典や講義等で実際に用いられている。有料でスピード
ワープロ研究所に字幕の入力を依頼することが可能である [14]。このような、遠隔地からの
字幕生成の方式は字幕化だけでなく、文字通訳にも用いられており、人的コストの削減には
有用な手法であると考えられる [15]。
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第3章 講演字幕システム「CaPPTioner」の
設計

本章では、講演字幕システム「CaPPTioner Ver. UT1 (以下、CaPPTioner)」の設計について
述べる。

3.1 要求分析

現在、小規模な講演会や研究発表会において、聴覚情報保障は十分に普及していない。ま
た、IPtalkをはじめ、既存の聴覚情報保障技術はいくつかの問題点が存在する。既存の聴覚情
報保障技術の問題点として、「人的コストの問題」、「設備の問題」の 2つがあると顧客は考え
ている。

人的コストの問題
　既存の聴覚情報保障技術を運用する場合、高度なタイピング技術をはじめとした専門
スキルが必要になってくる。しかし、小規模な講演会や研究発表会において、それらの
スキルを持つ熟練者を複数人依頼することは、予算の問題から困難であることが多い。

設備の問題
　既存の聴覚情報保障技術を運用する場合、特殊な機材や字幕提示のためのスクリーン
を用意する必要がある。しかし、人的コストの問題と同様に、小規模な講演会や研究発
表会において、それらを用意することは予算の問題から困難であることが多い。

顧客は本プロジェクトにおいて、これらの問題の解決を望んでいる。これらの問題につい
て、解決のためのアプローチを検討する。
まず、人的コストの問題より、システムの運用に必要な人数は 0人、多くとも 1人である

ことが望ましい。しかし、IPtalkで行われているように、講演内容をリアルタイムで字幕化す
るためには 2人、長時間行う場合は 4人の熟練者が必要である。即ち、1人で講演内容全て
を字幕化することは不可能である。そこで、講演者に事前原稿を用意してもらう。講演会や
研究発表会では、パネルディスカッション等と異なり話す内容は事前におおよそ決まってい
る。講演内容に合わせて、事前原稿を字幕として提示していくだけならば、0人あるいは 1人
での講演字幕の提示が可能である。しかし、事前原稿を全て提示したのでは、膨大な文字数
をスクリーンに詰め込む必要がある。また、講演字幕は講演内容と同期させて提示させるこ
とが望ましいため、全ての字幕をテキストファイルとして作成するのは不適切である。そこ
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で、Microsoft PowerPointのノート機能 (以下、スライドノート)を利用する。スライドノート
はスライド毎にテキストを設定できるため、講演中のスライドに合わせてスライドノートを
提示していくことで講演と同期した字幕提示を実現することができる。また、スライドノー
トはスライド毎に設定されていることから、一部のスライドのみを切り取って利用する場合
等に事前原稿の使い回しが容易となる。
次に、設備の問題より特殊な機材や字幕提示用プロジェクタ・スクリーンが用意できない

ことが考えられる。従って、特別な機材などを必要としない構成でなければならない。また、
字幕提示用プロジェクタ・スクリーンが用意されていなかったとしても、字幕提示を行うこ
とができる必要がある。
即ち、顧客の要求は以下の 3点である。

• 事前原稿をスライドノートとして作成することで、補助者が 0人あるいは 1人でも簡単
に講演内容と同期した字幕提示が可能である。

• 特殊な機材を利用しない。

• 字幕提示用プロジェクタ・スクリーンがあってもなくても字幕の提示を行える。

上記以外にも、即興発言や質疑応答への問題が考えられる。講演者が事前原稿を作成した
としても、全てそれに沿って話すとは限らず、即興発言を行うことが考えられる。また、質疑
応答は事前原稿を作成することが不可能である。また、会場によっては字幕提示用スクリー
ンが全ての位置から見やすく配置されているとは限らない。従って、これらの問題に関して
も対応を行う。

3.2 システム概要

本システムの概要を述べる。

ハードウェア構成及び運用手順
　講演字幕システム「CaPPTioner」のハードウェア構成と運用手順を図 3.1に示す。講
演者は講演者スクリーンに発表用スライドを表示し、表示しているスライドのスライド
ノートのテキストを補助者システムに送信する。補助者は、講演者システムから受け
取ったスライドノートのテキストを講演に合わせて文単位で選択し、選択された文を字
幕提示用スクリーンへ表示する。補助者は、受信したスライドノートの字幕表示と表示
済み字幕の編集と、即興発言を行うことができる。

　講演前には字幕のフォントやサイズといった表示形式の設定を行うことができる。講
演者システムと補助者システムのどちらでも表示形式の設定を行えるが、どちらの設定
を利用するかは実際に講演する講演者が決定する。
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図 3.1: ハードウェア構成と運用手順

様々な状況への対応
　補助者がいない場合、字幕提示用スクリーンがない場合、補助者がおらず字幕提示用
スクリーンもない場合の 3つの状況でのシステム構成と運用手順を述べる。

• 補助者がいない場合
　補助者がいない場合の構成を図 3.2に示す。講演者は講演者スクリーンに発表用
スライドを表示し、表示しているスライドのスライドノートのテキストを補助者
システムに送信する。補助者システムは、講演者システムから受け取ったスライ
ドノートを字幕提示用スクリーンに全て表示する。

図 3.2: 補助者がいない場合の構成

• 字幕提示用スクリーンがない場合
　字幕提示用スクリーンがない場合の構成を図 3.3に示す。講演者は講演用スク
リーンに発表用スライドを表示し、表示しているスライドのスライドノートのテキ
ストを補助者システムに送信する。補助者システムは、講演者システムから受け
取ったスライドノートのテキストを講演に合わせて字幕文を選択し、文単位で講
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演者システムへ送信する。講演者システムは受け取った字幕文を、PowerPointス
ライドを縮小することで作成した余白に表示する。補助者は、受信したスライド
ノートと提示字幕の編集と、即興発言を行うことができる。

図 3.3: 字幕スクリーンがない場合の構成

• 補助者がおらず字幕提示用スクリーンもない場合
　補助者がおらず字幕提示用スクリーンもない場合の構成を図 3.4に示す。講演者
は講演用スクリーンに発表用スライドを表示する。表示しているスライドに合わ
せてスライドノートの内容を、PowerPointスライドを縮小することで作成した余
白に表示する。

図 3.4: 補助者がおらず字幕提示用スクリーンもない場合の構成

携帯情報端末への字幕配信
　講演会場が広かったり、聴講者の座席位置が良くない場合、聴講者から字幕が見難い
ことが考えられる。また，聴講者が字幕を見逃してしまうということも考えられる。本
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システムでは、字幕情報をHTTPで配信することで、同一ネットワーク上のブラウザか
ら閲覧することが可能である。

補助者の入力支援
　補助者が 1人の場合は予測変換、補助者が複数人確保できる場合には IPtalkとの連携
による入力支援が可能である。予測変換では、補助者の入力に対してシステム入力しよ
うとしている語句を提示し、補助者はそれを選択することで入力に必要な操作数を削減
する。講演者から受信したスライドノートのテキストを利用した予測変換が可能であ
る。IPtalkとの連携では、CaPPTionerは、IPtalkからの入力を受け取ることによって、
複数人での補助が可能である。

3.3 要件定義

要求分析を基に、講演字幕システム「CaPPTioner」の機能要件と非機能要件を定めた。

3.3.1 機能要件

要求分析を基に、講演字幕システム「CaPPTioner」の機能要件と非機能要件を定めた。

A. スライドノートを字幕として表示する
　講演者が用意したスライドノートを活用し、字幕として表示する。また、色や文字サ
イズといった字幕の表示形式は、講演者や補助者の好みにより自由に設定することがで
きる。

B. 補助者の有無、副スクリーンの有無に関わらず運用できる
　小規模な研究発表会では、人員や機材を十分に用意できないことが考えられる。従っ
て、補助者がいない場合でも最低限の情報保障を可能とする。また副スクリーンがない
場合は、主スクリーンのみで情報保障を可能とする

C. 聴講者が所持している携帯情報端末で講演字幕を閲覧できる
　講演会場では広さや字幕スクリーンの配置等によって、字幕を見ることが難しいこと
が考えられる。また、字幕を見逃す、途中から講演を見るといった場合に、過去の字幕
を見ることができることが望ましい。従って、聴講者の携帯情報端末から字幕を表示し、
自由に閲覧できる機能が必要である。

D. 原稿のない発言を字幕として表示できる
　スライドノートに記載されていない発話内容を字幕に表示するためには、手作業で
の入力が必須である。しかし、補助者単独では十分に対応することが困難である。従っ
て、自由な発話に対応するための機能が必要である。
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3.3.2 非機能要件

講演字幕システム「CaPPTioner」の主な非機能要件は以下の 2つである。

a. システムのインストールが不要
　本システムの運用状況を想定すると、USBフラッシュドライブといった記録媒体か
ら、簡単に実行して運用できる必要がある。また、講演会場では、借り物のパソコンや、
会場に備え付けのパソコンを使用することが考えられる。従って、本システムを運用す
るための PCの内部設定に必要以上に影響を与えないシステムでなければならない。

b. より多くの環境で動作することができる
　講演者や補助者の利用環境を指定することが困難であるため、より多くの環境で動作
させることができるシステムでなければならない。

c. 講演に副作用を及ぼさない
　講演中に、本システムの影響によって講演が止まってしまうことがないようにしなけ
ればならない。

3.4 「CaPPTioner」の設計
各要件に対する設計を述べる。

3.4.1 機能要件に対する設計

各機能要件に対する設計は、それぞれの要件に該当する担当者の報告書内にて述べる。

3.4.2 非機能要件に対する設計

2つの非機能要件に対する設計を述べる

a. システムのインストールが不要
　本システムを運用する際に、レジストリ等の変更を必要とせず、インストールが不要
な exeファイル単体で実行可能なシステムとして設計を行った。

b. より多くの環境で動作することができる
　本システムを様々な環境で動作させるためには、できるだけ多くのOSに対応する必
要がある。Net Applicationsの調査による 2014年 11月時点のデスクトップ OSのシェ
アを図 3.5に示す。Net Applicationの調査によると、シェアの大部分をWindowsが占
めており、現在Microsoftによるサポートが行われているWindows VistaからWindows
8.1のバージョンを合わせたシェアは 7割を超えている。従って、本プロジェクトでは
Window VistaからWindows 8.1までのWindowsを動作対象のOSとして設計を行った。
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図 3.5: デスクトップ OSのシェア (2014年 11月時点)[16]

　本システムは、.NET Frameworkを利用して開発を行う。従って、動作環境には.NET
Frameworkがインストールされている必要がある。.NET Frameworkはそのバージョン
よって対応しているWindowsのバージョンが異なる。.NET FrameworkとWindowsの
バージョンの対応を表 3.1に示す。
　表 3.1より、Windows VistaからWindwos 8.1までの、Windwosのバージョン全てに対
応しているのは、.Net Framework2.0～4.0である。また、Windwos Vistaに標準搭載され
ている.NET Frameworkはバージョン 3.0である。従って、本システムは.NET Framework
3.0を動作対象とする。.NET Frameworkはバージョンの下位互換性を保有しているた
め、.NET Framework 3.0以降がインストールされている PCなら、本システムを動作さ
せることができる。Windwos XPでも.NET Framework 3.0以降をインストールさせるこ
とで動作させることが可能であるが、今回は動作保証対象外とした。
　また、Windows XPで動作することがサポートされている最も古い PowerPointのバー
ジョンは PowerPoint 2000である。よって、PowerPoint2000以降のバージョンで動作対
象とする。
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表 3.1: 各.Net Frameworkバージョンでサポートされる OS

XP Vista 7 8 8.1
.Net Framework 1.0 ◦
.Net Framework 1.1 ◦ ◦
.Net Framework 2.0 ◦ ◦ ◦ ◦ ◦
.Net Framework 3.0 ◦ ◦ ◦ ◦ ◦
.Net Framework 3.5 ◦ ◦ ◦ ◦ ◦
.Net Framework 4.0 ◦ ◦ ◦ ◦ ◦
.Net Framework 4.5 ◦ ◦ ◦ ◦

　

c. 講演に副作用を及ぼさない
　本システムを運用して講演を行う際に、講演が中断される要因として考えられるの
は、障害発生時による影響とその復旧作業である.。障害発生時には講演者のスライド
ショーに影響が及ばないように設計を行った。また、障害発生時には自動復旧を行うな
ど、講演に影響を与えないようにシステムの設計を行った。

3.5 「CaPPTioner」の構成
本システムのシステム構成を図 3.6に示す。本システムは、単一のファイルに講演者シス

テムと補助者システムの 2つのシステムを併せ持ち、それぞれ簡単に切り替えられるように
設計した。講演者システムと補助者システムは互いに通信機能を備えており、スライドノー
トや字幕画面スタイルの送受信に利用する。講演者システムは、PowerPointからのスライド
ノート抽出を行い、設定によって補助者へ送信、あるいは講演用スクリーンへのシングルスク
リーン表示を行う。補助者システムは、講演者から受け取った字幕の表示や、携帯情報端末
への字幕配信を行う。即興発言入力時には、予測変換や IPtalkによる入力支援受けることで
字幕入力速度の向上を図る。また、機能毎にモジュール化することで、利用時の構成によっ
てモジュール単位で再利用可能したり、モジュール毎に分担した並行作業を行うことができ
るようにすることで、開発の効率化を図った。
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図 3.6: システム構成

本システムの動作環境を表 3.2に示す。

表 3.2: 動作環境

講演者 PC 補助者 PC
オペレーティングシステム MicrosoftWindows XP ～

Microsoft Windows 8.1
同左

フレームワーク .NET Framework 3.0以降 同左
PowerPoint PowerPoint 2000以降 不要

3.6 開発体制

講演字幕システム「CaPPTioner」開発の機能要件及び非機能要件に対する責任範囲を表 3.3
に示す。
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表 3.3: 責任範囲

責任範囲
メンバー名 担当区分 機能要件 非機能要件

A B C D a b c
顧　毅捷 補助者システム、通信プロトコル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
楊　暄妍 外部システムとの連携、品質管理 ○ ○ ○ ○
落合　揺堂 講演者システム、進捗管理 ○ ○ ○ ○ ○
後藤　慎也 即興発言の入力支援 ○ ○ ○ ○
横山快 字幕配信システム ○ ○ ○ ○

また、開発環境を表 3.4に示す。非機能要件より、.Net Frameworkはバージョン 3.0を利用
する。

表 3.4: 開発環境

オペレーティングシステム Microsoft Windows8.1
プログラミング言語 C#
統合開発環境 Visual Studio 2012
フレームワーク .NET Framework 3.0

バージョン管理システム Git
プロジェクト管理ソフトウェア Redmine

15



第4章 即興発言の入力支援

本章では、筆者の担当範囲である即興発言の入力支援についてその実現方法を述べる。

4.1 予測変換機能の要件

筆者は、入力支援の方法の一つである予測変換機能を担当した。予測変換機能は機能要件
である「D.原稿のない発言を字幕として表示できる」を満たすための入力支援手法の 1つで
ある。但し、質疑応答は即興発言の連続であるため、そこは熟練者に任せてしまうという方
法も考えられる。その方法に関しては、他のメンバーが担当であるため、そちらの報告書を
参照のこと。
予測変換機能の要件の詳細を述べる。

D-1. 予測変換を利用して補助者の入力を補助する
　即興発言や質疑応答などの発言内容を予めスライドノートに記載することができない
場合や、講演者がスライドノートを十分に作成していない場合は、補助者が講演者の発
言を自身でタイピングを行うことで入力しなければならない。しかし、従来手法では前
ロールを行わない場合、複数人で分担して入力や、特殊な機材等を必要としてきた。ま
た、本システムの目的は低コストで手頃な情報保障の実現である。補助者として想定さ
れるユーザとして PCの操作にある程度慣れていることを想定しているものの、高いタ
イピングスキルを補助者に要求するシステムであってはならない。従って、補助者のタ
イピングスキルが極めて高い場合を除き、全ての即興発言や質疑応答を網羅することは
困難である。よって、それらの発言をカバーするために、補助者のための入力支援が必
要となる。

機能要件をさらに詳細化すると以下のようになる。

D-1-1. スライドノートを基に予測変換の候補辞書を構築できる
　研究発表会における講演は、発表スライドに沿う形式で進められる。従って、即興発
言や質疑応答においても、スライド内で用いられた言葉が用いられる可能性が非常に高
いとが考えられる。よって、スライド内の文章やスライドのノート機能への記述内容を
利用することで、予測変換の精度を飛躍的に向上することができると考えた。
　図 4.1にスライドにおけるスライドの内の文章とスライドのノート機能の記述位置を
示す。また、スライドに記載された本文をスライドテキスト、スライドのノート機能へ
の記述をスライドノート、それら 2つの情報をスライド情報と呼ぶ。
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図 4.1: スライドの構成

D-1-2. 補助者の入力に対して候補を表示・選択できる
　補助者が即興発言を入力する際に、辞書を基に生成した候補を補助者に表示し、選択
できる必要がある。

また、次の非機能要件に配慮した設計を行う必要がある。　

a. インストールが不要である
　システム全体の非機能要件にもあるように、CaPPTionerはインストールが不要なシ
ステムでなければならない。従って、形態素解析等に外部のツールをインストールする
必要がないように実現しなければならない。

　また、予測変換機能実現において、新たに発生する非機能要件として以下のものが挙げら
れる。

α 補助者の操作を阻害しない
　本システムは補助者システム上に実装される機能である。従って、補助者の操作であ
る字幕表示や、即興発言の入力を阻害しないように設計・実装を行う必要がある。　

β 候補を素早く選択できる
　候補の選択速度は予測変換を利用した際の入力速度に直結する。従って、候補を素早
く選択できるような候補の提示・選択方法を検討し、ユーザビリティを考慮した設計・
実装を行う必要がある。

4.2 関連技術・研究

入力支援のための予測変換機能実現に関する、関連技術・研究について述べる。

4.2.1 POBox

POBoxとは、ソニーコンピュータサイエンス研究所の増井俊之らによって考案・開発され
た携帯情報端末やウェアラブルコンピュータを対象としたテキスト入力方式、あるいはそれ
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を実現するためのソフトウェアである [18]。
1990年代半ばから、ユビキタスコンピューティングという考えが世の中に拡がり始めた。ユ

ビキタスコンピューティングとは、Mark Weiserによって提唱された社会におけるコンピュー
タのあり方を示した概念である。「ユビキタス」とは、「偏在する」という意味であり、即ち
ユビキタスコンピューティングとは、携帯情報端末や家電、日常生活において用いる様々な
デバイスにコンピュータを組み込み、さらにそれらを見えなくすることで、日常生活におい
て人々がコンピュータを意識することなく利用できる社会を指した概念である [19]。
ユビキタスコンピューティングの問題点として、Weiserはコンピュータの場所を挙げてい

る。しかし、急速なコンピュータの小型化により、現在では解消されつつあり、事実多くの
人々は複数の携帯情報端末を手にし、家電といった様々なデバイスにコンピュータが組み込
まれ人々は日常的に利用している。しかし、コンピュータの小型化、偏在化の一方で浮かび上
がってくる問題がコンピュータへの入力方法である。携帯情報端末等では、大きさや利便性
といった制約から従来のフルサイズキーボードを利用して入力することは困難である。従っ
て、液晶タッチパネルや一般的なフィーチャーフォンに搭載されているような少数のボタン
による入力が強いられてくる。そこで、有効となるのが少ない入力で目的の言葉を入力する
ことができる予測変換である。そして、予測変換を組み込んだ携帯端末向けのテキスト入力
のためのソフトウェアの先駆け的な存在が POBoxである。

POBoxは、フィルタリングステップと選択ステップに 2ステップによって構成される。フィ
ルタリングステップでユーザは入力したい単語の頭文字といった検索キーを入力する。検索
キーを基に POBoxは辞書から候補となる単語を選出する。選択ステップでは、フィルタリン
グステップで選出された候補をユーザに提示する。ユーザが候補を選択すると、選択された単
語を次のフィルタリングステップの入力で使用され、次の予測候補が提示される。また、フィ
ルタリングステップにおいて近似文字列照合を行っているため、ユーザのスペルミスを指摘・
修正することもできる [18]。

POBoxは、ソニーモバイルコミュニケーションズより発売されている、スマートフォンや
タブレット端末のブランドXperiaにおいてプリインストールされており、多くの人々に利用
されている。

4.2.2 Google日本語入力

Google日本語入力とは、Google社によって開発された日本語入力システムである。Google
日本語入力の特徴は、多様な分野に対応した豊富な予測変換機能である。Google日本語入力
は、一過性の流行語や有名人の名前、普段聞きなれないような専門用語等にも予測変換が対
応して、候補を提示することが可能である。これは、Webから自動的にマイニングされた文
章を収集したWeb辞書を保持しているためである。また、学習機能を有しており、ユーザが
提示した候補と異なる変換を行ったとき、Google日本語入力はその動作を学習し、過去の変
換候補を自動的に提示する [20]。

Google日本語入力は、オープンソース版としてMozcが公開されている。Mozcは、Linux
でも利用可能である反面、辞書が異なっているなど、Google日本語入力と異なっている点が
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いくつかある。

4.2.3 Social IME

Social IMEとは、奥野陽らによって開発されたオープンソースの日本語入力システムであ
る [21]。Social IMEでは、インターネットを最大限に活用した変換方式を実現している。ク
ライアントとなる PCは入力された読みを、インターネットを通して専用のサーバへ送信す
る。サーバ上で変換処理を行い、クライアントに変換結果を表示する。サーバ上では、Google
日本語入力と同様に、インターネット上の文章を収集し、大規模な変換辞書を実現している。
また、クライアント PCで収集した辞書データを扱わず、サーバ上で処理させることで、複数
台のサーバを用意して処理を行うことが可能になり、より大規模なデータの処理を行うこと
ができる。そして、辞書をサーバ上で保持しているため、他のユーザが辞書に登録した単語
を共有することが可能である [22]。

Social IMEでは、複数の利点がある一方でプライバシー上の問題が存在する。クライアン
ト PCにおいて入力されたテキストは全てサーバへ送信されるため、個人情報の漏えいが危惧
されている。従って、業務等に用いることは向いていないが、利用者が十分に注意を払うこ
とができれば、より効率よくテキスト入力を行うことができる。

4.2.4 スライド原稿と予測変換を活用した少人数文字通訳ツールの実現

本システムの予測変換と同様、講演字幕における PowerPointのスライドを利用した予測変
換を行っている研究である。この研究では、スライド内の文章のみを利用し、講演本編のテ
キストを入力した際のタイプ数・入力速度を評価している。評価結果としては、入力速度は
遅くなったが、タイプ数はある程度軽減されたという結果が示されている。論文にて「スラ
イドを利用した字幕入力の補助は，入力負荷の軽減に寄与し得るという知見を得た」[23]と
結論付けていることから、予測変換にスライドを活用することはいくつかの課題を解決する
ことで、入力速度の向上に繋げられるのではないかと考えられる。

4.2.5 従来の予測変換との比較

従来の予測変換の候補は、事前に用意された辞書やインターネットからの収集、あるいは
ユーザの入力履歴によって生成される。しかし、それらは一般的な文書の入力補助を目的と
している。研究発表会における発表内容は専門的な内容であり、出現する語句の分布は一般
的な文書とは異なる。従って、事前に用意された辞書や、インターネットからの収集ではそ
の効果は期待できない。また、一般に入力履歴が有効性を発揮するためには長期間の入力を
要すると考えられる。研究発表会では発表が変わると出現する語句の分布が大きく異なるた
め、ユーザの入力履歴の有効性は高くないと考えられる。
また、POBoxの論文内にて述べられているように、タッチペンといった入力方法では基本

的にテキストの入力があまり速くないことから、予測変換による入力は非常に有効であると
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考えられる [18]。しかし、キーボードでの入力はそれらの入力よりも速いため、それほど効
果が得られないのではないかと考えられる。
他に、タイピングの上級者であるほど予測変換に効果はないということも報告されている

[17]。しかし、本システムの予測変換は事前原稿に沿った発表の間に行われる即興発言に対応
することができない補助者、即ちタイピングがそれほど速くない補助者の入力速度の向上が
目的である。従って、予測変換が入力速度に対してそれほど大きな効果なくとも、予測変換
の目的は達成できると考えている。

4.3 予測変換機能の設計

本節では、予測変換機能の設計について述べる。

4.3.1 予測変換の全体設計

予測変換は、一般的に既に用意された辞書を用いて候補の提示を行う [18][20][22]。しかし、
本システムの予測変換機能は、スライドテキストとスライドノートから、予測変換のための
辞書を構築する必要がある。
従って、予測変換は以下の手順で行う。

I. 候補辞書構築

II. 候補生成

III. 候補の表示・選択

手順 Iは、本システムでは字幕表示のためにスライドノートを利用しているため、そのスラ
イドノートとスライドテキストと合わせて取得し、スライド情報から予測変換を行うための
候補辞書を構築する。手順 IIでは、ユーザからの入力に対して、それに応じた候補を辞書か
ら取得し、表示する候補を生成する。手順 IIIでは、候補をユーザに表示し、ユーザから適切
な候補を選択してもらう。
これら 3つの項目毎に設計・実装を行う。
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図 4.2: 予測変換のプロセス

4.3.2 候補辞書構築の設計

辞書を構築するためには、スライドから抽出したテキストを再利用の単位に分け、それぞ
れの読みを知る必要がある。例えば、スライドテキストあるいはスライドノートとして、「通
信プロトコルと信号処理」が与えられているとき、「し」と入力した際に、「信号、処理、信
号処理」を提示する必要がある。これを行うためには、「信プロトコル」のような中途半端に
区切った語句を提示しないように、「信号、処理、信号処理」が適切な単語の区切りであるこ
との情報が必要である。また、「信号、処理、信号処理」の読みが「し」で始まることも知ら
なければならない。従って、候補辞書を構築するためには、文の構成要素とその読みが必要
であり、それらを知るためには形態素解析が必要不可欠となるのである。

形態素解析器の検討

形態素解析器について検討を行う。まず、代表的な形態素解析器として Juman、Chasen、
MeCabについて述べる。

JUMAN
　 JUMANとは、1992年に初めて公開され、現在は京都大学の黒橋・河原研究室で改
良がおこなわれている形態素解析ツールである。後述する Chasenのベースとなったシ
ステムである。JUMANは独自の辞書を持ち、それらは自由に定義することが可能であ
る。また、連接コストや単語生起コストの定義はユーザ自身で行う必要がある [24]。

ChaSen
　 ChaSenとは、奈良先端科学技術大学院大学の松本研究室にて開発され、1996年に
公開された形態素解析ツールである。ChaSenは、JUMANをベースとして開発された。
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JUMANとは異なり、統計処理 (HMM)によって連接コストや単語生起コストを推定す
ることができ、使い勝手や処理速度の向上を図っている [25]。

MeCab
　MeCabとは、工藤拓によって開発された形態素解析ツールである [26]。ChaSenを
ベースとして開発が行われた。辞書と形態素解析エンジンが分離している、日本語に特
化していないなど、ChaSenよりも汎用性が高い。また、設計における見直し等により
高速化が図っている。

上記の形態素解析器のうちChasenやMeCab、DLLファイルを呼び出すことで、インストー
ルせずに形態素解析を行うことができる。
また、上記のような形態素解析器を用いない方法として、MS-IMEを形態素解析器として

用いる方法が存在する。一般的な IMEはかな漢字変換辞書を持っており、図 4.3に示すよう
にテキストの再変換を行う際には、まず文を構成要素で分解した後、辞書を逆引きすること
で漢字から読みへの変換を行う。従って、MS-IMEの持つかな漢字変換辞書を、テキストの
再変換を行うのと同様の手法で利用することで、形態素解析器として利用することができる。

図 4.3: 再変換の手順

別途、形態素解析器を用意する場合、複数の形態素解析器から最適なものを選択すること
ができる。しかし、基本的には利用のためにインストールが必要であるため、非機能要件を
満たすことができない。また、インストール不要な形態素解析器であっても、用いられてい
る辞書ファイルは数 10MBあり、形態素解析器がインストールされていない PC上で利用す
る場合、その辞書ファイルをシステムに同梱する必要がある。従って、インストールが不要
という非機能要件を満たすことができるものの、システムのファイルサイズが大きくなって
しまうことは、システムの利用状況を考えると頻繁に受け渡しが発生すると考えられるため
望ましくない。

MS-IMEを利用する場合、Windowsに標準搭載されているため、他のソフトウェアのイン
ストール等を行わずに運用することができ、辞書ファイル等を同梱する必要もない。
よって、本システムの予測変換機能にはMS-IMEを形態素解析器として用いるのが適切で

あると考えた。
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字幕操作との処理の分離

形態素解析は文が長いほど処理時間は長くなってしまうため、スライドテキストやスライド
ノートの記述量によっては処理時間が補助者の字幕操作を阻害することが予想される。従っ
て、形態素解析は要件である「α補助者の操作を阻害しない」を満たすため、形態素解析を
補助者の字幕操作を行うスレッドとは別のスレッド上で形態素解析を実行するように設計を
行った。

候補辞書のデータ構造

POBoxにおいて、選択した候補が次のフィルタリングに利用されているように、スライド
ノートやスライドテキストにおいて、連続した文として利用された単語は、即興発言におい
ても連続した文として利用されやすいと考えられる。具体的には、スライド本文として「小
型のパーソナルコンピュータ」が与えられ、「こ」と入力すると、「小型の」と「コンピュー
タ」の 2つが候補として提示される。その後、「小型の」を選択すると、次に「パーソナル」
という候補が提示される必要がある。また、図 4.4のように途中から異なる 2つの文をスライ
ド情報として受け取り、分岐する手前まで入力を行うと、候補も分岐するように提示したい。

図 4.4: 候補の分岐

これらを実現するためには、候補辞書は形態素の前後関係も保持しなければならない。よっ
て、候補辞書は図 4.5のようなリスト構造によって実現することで、その前後関係も保持する。

図 4.5: 辞書のリスト構造

図 4.6のように、「ぱー」と即興発言に入力すると、「パーソナル」が候補として提示される。
「パーソナル」を選択すると、リスト上で次のオブジェクトである「コンピュータ」が参照さ
れ候補として提示される。
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図 4.6: 「ぱー」の候補

また、「こ」と入力すると図 4.7のように「小型の」から繋がっているリスト上のオブジェ
クトと、「コンピュータ」というオブジェクトの 2つが参照され、「小型の」と「コンピュー
タ」の 2つが候補として提示される。

図 4.7: 「こ」の候補

以上のようなリスト構造を持った辞書を保持することで、候補選択後に辞書全体を検索す
る必要なく、スライドテキストやスライドノートの文中で連続した単語を入力することが可
能になる。

4.3.3 候補生成の設計

候補生成の設計として、品詞による候補の選別・生成の手法と、候補の表示順序について
定めた。

品詞による候補の選別・生成

候補の数が多いと目的の候補を探すまでに時間がかかってしまう。さらに、画面サイズの
制約から候補を表示できる数は限られている。また、提示する候補が短すぎると候補を探し、
選択する回数増加し、入力効率が悪くなってしまう。そこで、候補の品詞を基に、提示する
候補の選別と適切な長さでの候補の生成を行う。
候補を提示するには、テキスト入力を行った際の最初の候補提示と候補を選択した後の連

続した候補の提示の 2パターンが存在する。
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• 最初の候補提示
　ユーザがテキスト入力を行う際、簡単な入力内容であるほうが予測変換を利用せず
に入力を行おうとすると考えられる。従って、ユーザが予測変換を利用する場合、普段
ユーザが入力に馴染みのない言葉であることが多いと考えられる。品詞のうち、「形容
詞」「形容動詞」「副詞」は、表 4.1に示す Chasenに用いられている形態素解析用辞書
である IPAdicに含まれている語数では「名詞」や「動詞」と比べると少なく、比較的
簡単で馴染みのある語句が多い。「接続詞」「感動詞」などは、講演字幕においてはほと
んど利用されないと考えられる。「接尾辞」は、語の先頭に来ることがないため、候補
として適切ではないと考えられる。そこで候補を提示する際に品詞が名詞、接頭辞、ア
ルファベットや記号の形態素のみを辞書のリスト構造の先頭として辞書を構築する。ま
た、候補は自立語のみで形成するように、付属語の手前で区切る。

表 4.1: IPAdicの語数

品詞名 語数
名詞 228297
動詞 130750
形容詞 27210
形容動詞 3328
副詞 3032
連体詞 135

　例えば、「新たな形態素解析器の新機能を利用する」という文がスライド情報として、
与えられると、図 4.8のように各形態素の品詞を取得できる。下線のない形態素は付属
語である。

図 4.8: 文の各形態素の品詞

　図 4.8の文を基に辞書を構築した後、入力を行うと図 4.9のように候補が選出される。
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図 4.9: 入力例

• 連続した候補提示
　連続した候補提示では、候補の選出方法が異なる。予測変換を利用する際、候補が短
すぎると操作数が多くなってしまう。また、連続した候補提示では、辞書における次の
形態素は必ず付属語である。しかし、付属語はそれだけで意味をなさないため、付属語
のみを候補とすることは無駄に操作数を増やしてしまう。従って、連続した候補提示で
は、次の自立語列の終わりまでを候補とする。
　例えば、図 4.8の文を基に辞書を構築した後、予測変換を利用して「形態素解析器」
を選択すると図 4.10のように「の新機能」が候補となる。

図 4.10: 入力例

出現頻度と使用頻度による予測変換候補の提示順位付け

予測変換の候補選択における操作数を減らすためには、提示する際の順番が大きく関わっ
てくる。しかし、50音順のような講演と関係しない順番で表示するよりも、講演内容や講演
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原稿を利用して順番付けを行った方が、入力効率の向上できるのではないかと考えた。補助
者の入力内容と取得するスライド情報である。そこで 2つの指標を基に提示する候補の順位
付けを行う。

使用頻度
　既存の予測変換における学習機能において、多くの場合、利用者の入力履歴を基とし
た学習を行っていることから、それまでの即興発言や質疑応答にて使用された単語は、
それ以外の単語と比較して、再度使用されやすいのではないかと考えた。　

出現頻度
　スライドテキストやスライドノートに繰り返し書かれている単語は、発表者が特に強
調したい単語であると考えられる。従って、スライドテキストやスライドノートに記述
された文章で多く使われている単語の方が、スライドノート内であまり使われていない
単語と比較して、即興発言や質疑応答において用いられる可能性が高いと考えた。

スライドノートに記述された文章内での各単語の出現頻度と、即興発言の変換履歴におけ
る各単語の使用頻度を利用することで、予測変換における推薦順位を決定し、即興発言の入
力速度をより向上を図る。

4.3.4 候補の表示と選択の設計

変換候補の表示と選択方法についての設計を行った。

UIの設計

初めてでも操作方法が直感的にわかるように、ユーザにとって馴染みのあるUIであること
が望ましい。そこで、予測変換のためのインターフェースとして、図 4.11のような PCでの
文字入力における IMEの変換のためのUIを参考にして、選択のためのUIを実現することに
した。

図 4.11: MS-IMEによるかな漢字変換

27



選択方法の設計

候補を素早く選択するためには、マウスの操作を必要とせず、キーボードのみで操作が可
能である必要がある。また、できる限り少ない操作数で入力ができることが望ましい。従っ
て、番号等による直接指定によって候補をワンステップで選択できなければならない。しか
し、番号キーやファンクションキーを利用して選択する場合、予測変換を利用しない場合にそ
れらのキーを入力する際に、ユーザが望む動作を得られないことが考えられる。よって、通
常時にテキスト入力を行う際に使用してないキー操作である必要がある。そこで、図 4.12の
ように Altキーと数字キーの同時押しによって選択できるようにする。このキー操作ならば
普段のキーボードによるテキスト入力時に使用しないキー操作であり、ワンステップで候補
を選択することができる。

図 4.12: 候補の直接指定

しかし、Altキーと数字キーの同時押しによる選択方法は、多くの人はあまり慣れないキー
操作であるため、マウスによる選択と矢印キーによる選択も可能なように設計を行う。

4.4 予測変換機能の実装

予測変換機能の実装方法を述べる。
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4.4.1 候補辞書構築の実装

スライド情報の抽出

補助者システムが受信したXML形式のデータから、予測変換に用いるためのスライドデー
タを抽出する必要がある。補助者は XML形式で講演者からスライド情報を受信する。XML
化された文章を DOMによる XMLパーサによって解析することで、SlideTextタグで囲まれ
たスライドテキストおよび、SlideNoteタグで囲まれたスライドノートを抽出した。

MS-IMEによる形態素解析

MS-IME による形態素解析をプログラム上から利用するためには IFELanguage インター
フェースを利用する。スライド情報の文を引数として、IFELanguageインターフェースの持つ
GetJMorphResultメソッドを呼びだし形態素解析を行う。その結果、文の読みと文の区切りの
位置、形態素の品詞番号を取得することができる。また、IFELanguageによる形態素解析は
文の区切りでの分割は行わないため、手動で行う必要がある。今回は形態素解析を行う際の
区切りとして、文の区切りであると考えられる記号 (’!’、 ’?’、 ’、’、 ’.’、 ’！ ’、 ’？ ’、 ’、’、
’．’、 ’、’、 ’．’、 ’\r(改行文字)’)で区切り、それを１つの文として形態素解析を行った。
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図 4.13: MS-IMEの利用

また、MS-IMEを用いて形態素解析を行う際に取得できる品詞番号と品詞名の対応表を表
4.2に示す。
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表 4.2: 品詞番号と品詞の対応 [27]

番号 品詞
0 付属語

100～128 名詞 (125 : 指示代名詞)
200～239 動詞
300～305 形容詞
400～403 形容動詞
500～506 副詞
600～601 連体詞

650 接続詞
670 感動詞

700～715 接頭辞
800～838 接頭尾
900～912 その他（単漢字、記号、不定語）

候補辞書の構築

Morphクラス、MorphListクラス、MorphDictクラスの 3つのクラスを実装することで、辞
書のリスト構造を実現した。

Morphクラス
　Morphクラスは、形態素解析の結果である「書き」「読み」「品詞」を形態素ごとに格
納するクラスである。Morphクラスは、オブジェクト生成時に引数として「書き」「読
み」「属性」を持たせることで、それぞれをメンバ変数として持つMorphクラスオブジェ
クトを生成する。

MorphListクラス
　Morphクラスによるリスト構造を実現するためのクラスである。メンバ変数として
Morphクラスのオブジェクトと、次の形態素の Morphクラスのオブジェクトを持った
MorphListクラスのオブジェクトを持つ。

MorphDictクラス
　予測変換のための候補辞書を参照するためのクラスである。メンバ変数として、形態
素解析後のリスト構造の候補辞書を持つ。MorphDictクラスは、入力文字列を引数とし
て、その候補となるMorphListを配列として返す hit関数を持つ。hit関数とは、入力文
字列と辞書の持つMorphListをすべて比較し、開始文字列が一致したものを戻り値とし
て返す関数である。従って、文字列入力時に入力文字列を引数として hit関数を呼び出
すことよって、入力文字列から変換候補を取得することができる。
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3つのクラスをオブジェクト図で表すと、図 4.14として表される。

 pkg 

+ Morph(text : string, yomi : string, part : int) : void

- partOfSpeech : int
- yomi : int
- text : string

Morph

+ MorphList(morph : Morph, next : MorphList) : void

- next : MorphList
- morph : Morph

MorphList

+ Hit(key : String) : MorphList[]

- morphList : List<MorphList>

MorphDict

+ MorphList(morph : Morph, next : MorphList) : void

- next : MorphList
- morph : Morph

MorphList

+ Morph(text : string, yomi : string, part : int) : void

- partOfSpeech : int
- yomi : int
- text : string

Morph

+ MorphList(morph : Morph, next : MorphList) : void

- next : MorphList
- morph : Morph

MorphList

+ Morph(text : string, yomi : string, part : int) : void

- partOfSpeech : int
- yomi : int
- text : string

Morph
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図 4.14: 辞書構造のオブジェクト図

以上のクラス構造を、IMELanguageクラスの内部クラスとして実装した。

また、これらのクラスに形態素解析結果を格納し辞書を構成する関数としてMorphAnalyze
関数を定義した。MorphAnalyze関数の処理を図 4.15に示す。処理 1では、IFELanguageを利
用して形態素解析を行い、文の区切りとその読みを取得する。手順 2では、文の後ろから形
態素を取り出し、MorphListに格納する。処理 3では、1つ手前の形態素を取り出し、同様に
MorphListに格納する。処理 4では、処理 3で形態素を格納したMorphListの next変数に処理
2(1つ前)で取り出したMorphListを格納する。その後、処理 3と処理 4を繰り返し行い、文
の先頭まで処理を行ったら、次の文で処理 1から再度実行する。以上の処理によって、4.3.2
節で示したようなリスト構造を持った辞書を実現した。
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図 4.15: MorphAnalyze関数

従って、クラス図では図 4.16のように表される。

 pkg 

+ MorphAnalyze() : void

IMELanguage

+ Morph(text : string, yomi : string, part : int) : void

- partOfSpeech : int
- yomi : int
- text : string

Morph

+ Hit(key : String) : MorphList[]

- morphList : List<MorphList>

MorphDict

+ MorphList(morph : Morph, next : MorphList) : void

- next : MorphList
- morph : Morph

MorphList

0..1

1

1

1

図 4.16: 辞書構造のクラス図

辞書構築のバックグラウンド処理化

MS-IMEを扱うための IFELanguageは COM(Component Object Model)インターフェース
である。予測変換に用いている COMインターフェースである IFELanguageはスレッドアン
セーフなコンポーネントであり、STA(Single Threaded Apartment)上でしか動作しない。本シ
ステムは開発言語としてC#を用いているが、C#ではスレッディングモデルを指定しない場合
MTA(Multi Threaded Apartment)のスレッドとなるため、スレッディングモデルとして STAを
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明示してマルチスレッド化することで、バックグラウンド上での IFELanguageインターフェー
スを用いた形態素解析を実装した。

4.4.2 候補生成の実装

候補生成のための実装について述べる。

品詞番号による候補の選別・生成

最初の候補の提示の際には、品詞番号が 100～128(名詞、125を除く)、700～715(接頭辞)、
900～915(その他)の形態素のみを辞書のリスト構造の先頭として辞書を構築した。また、候
補は品詞番号 0以外 (自立語)のみで形成するように、0(付属語)の手前で区切った。
連続した候補の提示の際には、品詞番号が 0以外 (自立語)の形態素の後に 0(付属語)が来

たらその手前で区切るように候補を生成するようにした。

文脈による候補の選択

ユーザは予測変換を少しでも早く入力する必要がある。従って、ユーザに提示する情報は
少ないことが望ましい。そこで、図 4.17のように候補を短い語句で表示し、選択するとそれ
に続くと予測される語句が、候補として表示される。

図 4.17: 文脈による候補の選択

候補の順位付け

予測変換による候補を提示する順位付けの実装に関して述べる。

単語の使用回数のカウント
　スライドノート中の各単語の使用回数は、予測変換を利用して語句の変換を確定させ
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た際にカウントする。まず出現回数のカウントと同様に、使用回数を格納するために、
Morphクラスの静的メンバ変数として、単語の読み・書きをキー、使用回数を値として
持ったハッシュテーブル use freqを定義する。そして、予測変換を利用して語句の変換
を確定させるキー操作を行った際に、確定させた単語の読み・書きをキーとして、使用
回数を use freqに追加していくことで、スライドノート中の各単語の使用回数を持った
ハッシュテーブルを作成した。例えば、スライドテキストの記述がなく、図 4.3の内容
がスライドノートとして記述されており、予測変換を用いて「筑波大学システム情報工
学研究科構造エネルギー工学専攻」と入力した場合、use freqには図 4.18のように格納
される。

表 4.3: スライドノートの記述例

　筑波大学システム情報工学研究科構造エネルギー工学専攻を中心と
する宇宙開発工学学域（代表西岡牧人教授）において試験研究を進め
ていたネットワーク衛星「結」プロジェクト（実施責任者亀田敏弘准
教授、 プロジェクトマネージャ 岡村彩乃氏 理工学群工学システム学
類４年）が、宇宙航空研究開発機構（JAXA）により公募が行われてい
たH-IIAロケット相乗り公募小型副衛星プログラムに採択されました。
これにより現在開発中の人工衛星が平成 25年度に打上げられ、筑波大
学発の初めての人工衛星になります。正式名称の「ITF-1」は筑波大学
のスローガンである「IMAGINE　 THE　 FUTURE.」から命名されま
した。

図 4.18: use freq

単語の出現回数のカウント
　スライドノート中の各単語の出現回数は、MorphListを作成する際にカウントする。
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まず、出現回数を格納するために、Morphクラスの静的メンバ変数として、単語の読み・
書きをキー、出現回数を値として持ったハッシュテーブル app freqを定義する。そして、
MorphListを作成する際に、自立語の読み・書きをキーとして、出現回数を app freqに
追加していくことで、スライドノート中の各単語の出現回数を持ったハッシュテーブル
を作成した。図 4.3の内容がスライドノートとして記述されていた場合、app freqには
図 4.19のように格納される。

図 4.19: app freq

提示順位の決定
　形態素毎に、使用回数と出現回数を保持させ、候補を提示する際には候補に含まれる
形態素全ての使用回数と出現回数のそれぞれの平均値をとって比較した。提示順位は、
まず使用回数の平均値でソートし、次に使用回数の平均値が同一の候補内で出現回数の
平均値でソートを行い、提示順位を決定した。ソートは、app freqと use freqの持つ単
語の出現回数・使用回数を用いてソートするための IComparerインターフェースの実装
FreqCompareClassによって実現した。図 4.3の内容がスライドノートとして記述されて
いた場合、即興発言に「ｋ」と入力すると、出現回数によってソートされた予測結果で
ある図 4.20が表示される。その後、予測変換を用いて「筑波大学システム情報工学研
究科構造エネルギー工学専攻」と即興発言として入力し、同様に「ｋ」と入力すると、
使用回数が反映された予測結果である図 4.21のを表示する。

図 4.20: 入力前の「ｋ」の予測結果
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図 4.21: 入力後の「ｋ」の予測結果

4.4.3 候補の表示と選択の実装

DataGridViewによる候補表示

.NETによる表の表示方法には、ListViewとDataGridViewがある。ListViewに比べ、Data-
GridViewの方が豊富な表示形式を簡単に実装することが可能である。また、UIは人による好
みがあるため、顧客の要望に合わせて変更する必要がある可能性がある。従って、将来的な
拡張性を考えDataGridViewを用いることにした。また、候補選択のための表がフォーム外へ
とはみ出すことを考え、別のフォームにDataGridViewをもたせ、補助者操作画面のフォーム
から適宜呼び出すように実装した。
補助者操作画面の座標と TextBoxの座標、user32.dllの GetCaretPos関数を用いて TextBox

のキャレットの座標を取得し、候補の表の位置を即興発言のテキストボックスの移動に合わ
せて更新することで、即興発言のテキストボックスと候補の表の位置関係を固定した。また、
表が補助者操作画面の邪魔にならないよう、図 4.22のように即興発言のテキストボックスの
上部に候補の表を配置した。

図 4.22: 候補の表

候補の選択

操作方法として、4.4の操作を実装した。
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表 4.4: 操作方法

操作キー 内容
Alt+数字キー 数字キーの番号に当てはまる候補をテキストとして挿入す

る
↑↓矢印キー 選択している候補の位置を上下に 1つずつ移動する
Enterキー 選択している候補をテキストとして挿入する
Shift+Enterキー 選択している候補を形態素単位でテキストとして挿入する
マウスクリック 選択されていない候補をクリックすると選択状態になり、

既に選択されている候補をクリックするとテキストとして
挿入される

4.5 予備実験と評価

予測変換の目的は補助者の入力速度を向上することである。しかし、入力速度は予測変換
機能に対する慣れによって大きく変動する。そこで、入力速度をタイプ数の減少率を評価す
ることで、ユーザが予測変換に極めて慣れている場合の理論上の入力時間の削減率を評価で
きると考えた。
本節では予測変換を利用することでタイプ数がどの程度軽減されるのかを評価した。

実験方法
　実験には、本システムの予測変換機能を利用した簡易的なテスト用のプログラムを利
用する。テスト用のシステムは、入力用のテキストボックスと予測変換を利用するため
のテキストボックスを持つ。入力用のテキストボックスに文章を入力すると、その文章
を基に予測変換のための辞書を生成する。その後、予測変換を利用するためのテキスト
ボックスにテキストを入力すると、生成された辞書を利用した予測変換機能を利用する
ことができる。
　本実験では、実際の発表内容および質疑応答を記録した講演録を利用する。実験に利
用する講演録の発表の概要を表 4.5に示す。発表は発表者に事前に発表内容をスライド
ノート記載してもらい、本システムを利用して発表を行って頂いた。講演録の内容は、
その際の字幕で表示した内容である。
　計測には、発表内容の文章をテスト用のプログラムへの入力とし、質疑応答の文章を
入力し終えるまでのタイプ数をカウントすることで、予測変換を行わないで質疑応答の
文章を入力した場合のタイプ数と比較し、どの程度タイプ数が変化したかを評価する。
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表 4.5: 発表の概要

　発表日時 2014年 12月 15日 16:30～18:00
発表者 筑波大学　システム情報工学研究科　コンピュータサイエ

ンス専攻高度 IT人材育成のための実践的ソフトウェア開
発専修プログラム博士前期課程 1年　学生 5名

発表内容 PBL進捗報告
発表数 5
発表構成 発表 10分　質疑応答 5分

実験のために用いる PCの環境を表 4.6に示す。

表 4.6: 実験に用いる PCの環境

PC名 Toshiba dynabook R732/G
OS Windows 8.1
入力システム Microsoft IME

　個人の利用状況や、実験を行う順番による影響を避けるために、Microsoft IMEの入
力履歴の情報は実験毎に削除した。入力時にはタイプミス等の意図せずにタイプ数に影
響を与える行動を行ってしまった場合にはカウントをリセットし、入力を再度やり直し
て計測を行った。予測変換利用時には、キーボードのみでの入力を行い、可能な限り予
測変換を利用して入力した。入力数のカウントは、キーボードのキーを押下して離した
場合を 1カウントとして、Alt等のキーと他のキーとの同時押しは 2カウントとして計
測した。「発表者：」や「○○さん：」といった発言者の表記は講演録の記録者によっ
てバラつきがあるため計測時には無視する。講演録の誤字は正しい表記に修正したもの
を利用し、英文字の全角半角や漢字の変換 (し易い⇒しやすい)はあまり考慮せず、計測
時にはできるだけタイプ数が少なくなるように計測を行った。
　また、それぞれの発表における発表内容と質疑応答の文字数を表 4.7に示す。
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表 4.7: 講演録の文字数

発表番号 発表内容の文字数 質疑応答の文字数
1 1614 354
2 1448 242
3 1173 505
4 1475 375
5 2273 180

実験結果
　実験結果を表 4.8に示す。予測変換を利用しない場合のタイプ数と予測変換を利用し
た場合のタイプ数を計測し、そのタイプ数の差と、予測変換を利用した場合のタイプ数
の減少率を算出した。

表 4.8: タイプ数計測の実験結果

発表番号 予測変換を利用しない
場合のタイプ数

予測変換を利用した場
合のタイプ数

タイプ数の差 減少率 (%)

1 804 742 62 7.7
2 551 505 46 8.3
3 1140 1049 91 8.0
4 812 783 29 3.5
5 414 367 47 11.0

最大で 11%、最小で 3.5%、平均で 7.7%のタイプ数が予測変換により減少した。

考察
　今回の実験より、予測変換を利用することで、発表によりばらつきはあるものの平均
で 5～10%程のタイプ数が減少することが分かった。しかし、今回の実験では減少率が
下がる要因がいくつか考えられる。
　 1つ目が、質疑応答を実験対象としたことである。質疑応答は発表者と聴講者の 2名
で行う。しかし、講演途中での即興発言は全て発表者が行うため、よりスライドノート
やスライドテキストに近い内容を発言するのではないかと考えられる。例えば、発表時
には発表者はスライドやスライドノートを見ながら話すことができるため、即興発言で
過去の字幕の引用等を用いる場合が考えられる。過去の字幕を引用した場合、即興発言
の入力効率は予測変換を利用することでより上昇すると考えられる。しかし、発表中の
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即興発言は文字通り即興のものであるため、実験として収集し、今回のように計測実験
を行うことは困難であったため、今回は質疑応答を利用した。
　 2つ目が、スライドテキストを利用することができなかったことである。今回は講演
録を利用したため、発表スライドを利用することができなかった。
　 3つ目が、発表時間が短かったことである。発表時間が短いほど、スライド情報が少
なくなり、予測変換の辞書の大きさも小さくなり、予測できる語句も少なくなってしま
う。
　以上の理由より、実運用時には予測変換によるタイプ数の減少率は、さらに減少する
のではないかと考えられる。　
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第5章 「CaPPTioner」の評価

本節では、本システムに対する評価を述べる。

5.1 機能評価

本システムの各機能の実現に対しての評価を行う。機能要件を満たしていることを検証す
るために、機能テスト実施した。機能テストは 2度実施した。1回目は 177件のテストケース
に基づいて実施し、2回目は 1回目に漏れていたテストケースを追加した 233件のテストケー
スに基づいて機能テストを実施した。2回のテスト結果を機能要件に分類した表を表 5.1、表
5.2に示す。

図 5.1: 1回目のテスト

図 5.2: 2回目のテスト

筆者の担当範囲である予測変換においては、1回目のテストにおいては、テストケースは 6
項目であり、以下の 6つのバグが発生した。

• 講演終了時に選択履歴が削除されない
　補助者の字幕操作画面終了時に候補の選択履歴等を削除していなかったことによって
発生したバグ。字幕操作画面終了時にそれらを削除することで解決した。
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• スライドテキスト内の改行が辞書生成時に反映されていない
　 XML解析時にスライドテキストの改行記号である\vが削除されていたことによっ
て発生したバグ。\vを別の記号に置き換えることで解決した。

• Windows7で予測変換ができない
　Windwos7上では、IFELanguageを利用するためのプログラム ID「MSIME.Japan.FELang」
を使用できないことによって発生したバグ。プログラム IDとして、「MSIME.Japan」を
使用することで解決した。

• 利用している IMEの動作の違いによって正しく動作しない
　 ATOKの変換時の動作とデータグリッドビューのセルの選択方法の競合によって発
生したバグ。データグリッドビューのセルの選択方法を変更することで解決した。

• 予測変換の候補の表が選択を行う度に小さくなる
　表示のタイミングと大きさの調整のタイミングから適切な大きさに調整されなかった
ことにより発生したバグ。候補の表の大きさを固定することで発生を防いだ。

• 入力補助機能において、マウス操作をするとでるバグの修正
　当初はマウスによる操作を考慮していなかったことによって発生したバグ。マウスに
よる操作を設計に加え、実装することで解決した。

2回目のテストにおいても同様のテストケースでテストを実施したが、バグは発見されな
かった。
機能テストを通過することができたことから、機能要件を満たしているとを判断した。

5.2 システムのユーザ評価

ユーザビリティテストとアンケートおよびインタビューの実施し、システムの有効性につ
いて評価を行った。

5.2.1 システム全体の評価

本システム全体の有効性についてアンケート結果を基に述べる
本システムを筑波大学のM1、M2学生に運用していただき、その有効性についてのアンケー

ト評価を集計した。M1学生には実際に行う講演を補助してもらい、M2学生には講演を想定
しての補助を行い、本システムの有効性についてアンケートを実施した。有効性に関する評
価結果を表 5.1に示す。
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表 5.1: 講演者・補助者の評価結果

対象 質問項目 1 2 3 4 5 平均評価
講演者 (M2) 聴覚障碍者が実際に来場するのであ

れば、本システムを使って講演した
い

0 0 3 2 8 4.4

補助者 (M2) 自分が参加する学会等において、聴
講者に聴覚障碍者がいる場合、本シ
ステムを使った補助に協力したい

0 0 2 7 4 4.2

補助者 (M1) 自分が参加する学会等において、聴
講者に聴覚障碍者がいる場合、本シ
ステムを使った補助に協力したい

1 0 1 1 2 3.6

そう思わない　　　　　　　　　　　　　　　　非常にそう思う
1　　-　　 2　　-　　 3　　-　　 4　　-　　 5

アンケート結果より、被験者の半数以上が聴覚障碍者がいる場であれば本システムを利用
して講演を行いたいと感じたことが分かった。また、補助者の平均評価が講演者の平均評価
と比較して、少し低い値であることが分かる。講演者の平均評価が高いのは、本システムが
講演者にそれほど影響を与えずに情報保障を実施することができるためではないかと考えら
れる。補助者の平均評価が講演者と比較して低い値となったのは、被験者が情報保障のため
の字幕操作を行った経験のない学生であるため、字幕の操作を面倒に感じたのではないかと
考えられる。
また、聴講者として、聴覚障碍者の方に実験に協力していただいた。講演を聴講していた

だく形式で実験を行い、シングルスクリーンと 2画面、携帯情報端末で閲覧した字幕を対象
にシステムの有効性についてアンケートを集計した。アンケートの結果を表 5.2に示す。

表 5.2: 聴講者の評価結果

対象 質問項目 はい いいえ
シングルスクリーン 2画面が準備できない会場で、1画

面で字幕を表示する機能が有用だと
思いますか？

10 2

2画面 普段見慣れている IPtalk等の字幕に
比べて、見づらいところはありまし
たか。

1 11

携帯情報端末 今後、字幕の配信があるなら、端末
で閲覧したいですか？

11 1

2画面での表示は、IPtalkの手法と字幕の表示方法が類似していることから、IPtalkと比較
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した質問を行った。結果、3つの項目全てにおいて、8割以上の被験者から良い結果を得るこ
とができた。
以上の結果より、ユーザ評価において本システムは情報保障の手段として有効であるとい

う結果を得ることができたといえる。

5.2.2 予測変換に対する評価結果

予測変換に対する評価結果を抜粋して表 5.3に示す。評価結果としては、「予測変換が簡単
に使えた」、「予測変換を使って補助速度を向上できた」ともに低い評価を得た。

表 5.3: 予測変換の評価結果

質問項目 1 2 3 4 5 平均評価
予測変換が簡単に使えた 2 2 1 0 0 1.8

予測変換を使って補助速度を向上できた 3 1 1 0 0 1.6
インタビュー内容

•番号の入力方法を忘れた。
•癖で IMEを使った。
そう思わない　　　　　　　　　　　　　　　　非常にそう思う

1　　-　　 2　　-　　 3　　-　　 4　　-　　 5

5.2.3 考察

質問項目の 2つが共に 2を下回る結果となった理由として、今回の実験方法から 2点の要
因が考えられる。

1つ目は、実験協力者が比較的タイピング能力が高い人物ばかりであった点である。実験協
力者はいずれも情報系の大学院生であり、一般的なタイピング速度よりもはるかに高いタイ
ピング速度を有していると考えられる。予測変換は、ユーザのタイピング速度が速いとその
効果は低下すると考えられるため、評価が低くなったと考えられる。

2つ目は、実験協力者の本システムの習熟度が低かった点である。本実験では、実験協力者
には簡単に操作方法を説明するのみであり、その習熟度は極端に低かったと考えられる。さら
に、本実験は実際の講演の中で運用しているため、ユーザの習熟度の不足から、インタビュー
にあるように入力方法を忘れてしまい、講演に支障が出ないように予測変換を利用しない手
打ちでの入力を行ったと考えられる。
しかし、上記 2点の要因を考慮したとしても、本機能のユーザビリティは高いとは言い難

い。インタビュー内容に「癖で IME使った。」とあるように、タイピング能力の高いユーザ
は通常のタイピングに慣れすぎてしまっており、候補を確認する前に手打ち入力を行ってし
まう、あるいは通常の入力にない操作を行うことに慣れないのではないか考えられる。即ち、
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通常のタイピングと親和性のあるような候補提示の方法を行うことでユーザビリティを改善
できるのではないかと考えている。

5.3 課題と今後の展望

5.3.1 システム全体の課題

ユーザ評価より、本システムは有効であると感じた方が多かったものの、筆者の担当範囲
である予測変換や字幕の操作、シングルスクリーン時の操作や携帯端末における接続操作に
おいて使いにくいと感じた方も多かった。また、ノートの作成を面倒と感じている人が多い
ことも分かった。従って、より分かりやすく簡単に使えるシステムへと改良する必要がある。
また、今回のユーザ評価では、短時間の講演による実験しか行うことができなかった。今

後は、実際の研究発表会において長時間の運用実験を実施することで、さらに有効な評価が
得られるのではないかと考えている

5.3.2 予測変換の課題と今後の展望

評価結果より、予測変換機能は機能要件は満たしているものの使いにくいという評価であっ
た。そこで、本システムへの評価を基に今後の展望を述べる。

IMEによる変換への組み込み
　ユーザビリティを向上させるためには、通常の IMEによる入力操作の中に組み込む
必要がある。そこで、図 5.3のように IMEの変換候補に予測変換の変換候補を組み込む
ことで、しかし、本改善案の問題点として、通常の変換の疎外が挙げられる。予測変換
の候補を IMEの変換候補に組み込む場合、予測変換の候補が邪魔になり通常の変換に
通常よりも時間がかかってしまうことが考えられる。従って、予測変換のどの候補を表
示するのかの選別を、より厳しく行い、選択される可能性の高い候補のみを表示する必
要がある。
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図 5.3: IMEへの組み込み
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第6章 結論

本報告書では、特定課題研究テーマである「プロジェクト名：スライドノートを活用した
講演字幕システムの実現」への取り組みについて述べた。
近年、法律の整備や施設のバリアフリー化などによって、聴覚障碍者の社会進出の機会は

増加している。しかし、小規模な研究会やグループ発表会においては、人的コスト・金銭的
コストといった問題から、情報保障を十分に実施できていないのが現状である。
本プロジェクトは、研究発表会などの発表内容がある程度決まっている講演に着目した、

Microsoft PowerPointのノート機能を活用した講演字幕システムの開発を行った。講演者は事
前に講演内容を PowerPointのノートに記述し、記述されていない即興発言や質疑応答のみを
補助者が講演中に入力する。これにより、従来の情報保障の手法よりも人的コストを小さく
抑えることができ、より手軽に聴覚障碍者への情報保障を実現することができると考えた。
筆者のプロジェクトにおける担当範囲は入力補助機能であり、予測変換による即興発言の

入力速度向上に取り組んだ。予測変換に関する要件定義において、PowerPointの本文やノー
トを取得し、予測変換のための辞書として利用することで、効率よく入力することができる
のではないかと考えた。設計では、予測変換の処理を、スライド情報を基にした「辞書の構
築」、入力に対する「候補の生成」、生成された「候補の表示・選択」の 3つに分割し、それ
ぞれの処理について設計・実装を行った。「辞書の構築」の設計においては、スライド情報を
分析するための形態素解析器と、辞書のデータ構造について設計・実装を行った。形態素解
析器は、システムの利用シーンを想定し、軽量で簡単に運用可能なシステムとして実装する
ためにMS-IMEを形態素解析器として用いた。辞書のデータ構造については、辞書の保持す
る単語に対して、文としての情報を持たせることで、予測変換の候補の生成に幅を持たせる
ことができると考え、単語間にリスト構造を持たせた辞書として設計・実装を行った。「候補
の生成」の設計においては、品詞による候補の選別・生成方法と候補の提示順序について設
計・実装を行った。品詞による候補の選別では、形態素解析時に得られる形態素の品詞情報を
用いて、候補として適切と考えられる予測変換候補の選別と生成方法について設計・実装を
行った。候補の提示順序は、ユーザの候補の選択履歴と、スライド情報における出現頻度に
よって定めた。「候補の表示・選択」においては、候補の表示方法と選択方法について設計・
実装を行った。候補選択の方法として最もユーザに馴染みのあると考えられるMS-IMEの候
補選択のUIを参考にして、設計・実装を行った。また、候補の選択方法は操作数を軽減する
ために、矢印キー等の相対的な選択方法だけでなく、直接選択できる方法を設計・実装した。
本機能の評価実験として、タイプ数による評価実験を行った。評価実験より、5～10%程度の
タイプ数が軽減されることが明らかとなった。
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本システムを機能評価とユーザ評価の両側面から評価した。機能評価では、予測変換に係
る 6件のバグの発見と修正を行い、要件を満たしていることを確認した。ユーザ評価は、被験
者にシステムを利用してもらい、アンケートを実施することで評価した。全般的には、講演
者と補助者からの評価において過半数の被験者から、聴覚障碍者が実際に来場するのであれ
ば本システムを利用したいという評価が得られた。また、講演を聴講した聴覚障碍者からは、
見やすさの観点から従来手法とそれほど変わらないという評価を得られた。しかし、予測変
換に対する評価としては、咄嗟に候補の選択ができず癖で手入力してしまうなど、候補の選択
に慣れないことから、被験者の 8割が簡単に利用できなかったという評価であった。今後、予
測変換の候補選択に IMEによる変換との親和性を持たせるなど、本システム全体を使いやす
さの観点から改善を行うことによって、さらなる情報保障の充実に繋がると推測される。ま
た、ユーザ評価により、ノートの作成が面倒であるという意見が多かったことから、音声認
識を利用したノートの自動作成機能が必要であるといえる。これらを実現することで、より
有効な情報保障の手段として確立できると考えている。
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1. はじめに 

1.1 プロジェクトの概要 

1.1.1 開発の対象 

本プロジェクトの顧客は、筑波大学に所属する秡川友宏様である。本プロジェクトでは、小規模な研究発

表会における低コストで聴覚障碍者向けの情報保障を実現するためのシステムを開発するものであり、

プロジェクト名は「スライドノートを用いた講演字幕システムの製作」とする。本プロジェクトで作成す

るスライドノートを用いた講演字幕システムを、以降本システムと呼称する。 

 

1.1.2 開発の目的 

小規模な研究発表会において低コストで聴覚障碍者向けの情報保障を実現すること 

 

1.1.3 ステークホルダー 

 顧客側担当者：筑波大学 秡川友宏 

 想定されるユーザ：研究発表会等で発表を行う方と参加者 

 開発者：筑波大学 研究開発プロジェクト 学生チーム「LOVEPPT」 

1.2 用語辞書 

・ スライドノート：Microsoft PowerPointの持つノート機能のこと。 

・ スライドテキスト：Microsoft PowerPointのスライドに記載された内容のこと。 

・ 講演者：講演を行う人物 

・ 補助者：講演を補助する人物 

・ 聴講者：講演を聴いている人物 

・ 講演用スクリーン：講演者が発表スライドを表示するスクリーン 

・ 字幕表示用スクリーン：字幕を表示するためのスクリーン 
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2. 現行システムの分析 

2.1 現行システムの問題点 

リアルタイム字幕化の手法は、既にいくつか存在している。それらは大きく分けて 2 つの種類に分類

できるため、本稿ではそれぞれの代表的なものについて説明する。 

(1) スピードワープロ 

スピードワープロは高速字幕入力のために開発された特殊なキーボードを用いて、主にテレビ用の字

幕を入力するというシステムである。この手法は、言葉を聞いてから字幕を 1 分間に 320 文字のペース

で入力するため、急な発言にも迅速に対応できるという利点がある。反対に、専門のキーボードやステノ

キャプショナーと呼ばれる特別な訓練を受けた専門家がいなければ成り立たないという難点が存在する。 

(2) IPtalk 

IPtalkは各種学会や障碍者スポーツ大会などで導入実績がある字幕システムである。LANによって複

数人の入力者が端末を接続し、連携して入力と修正を行う。 

このシステムは、使いやすく特別な機材を必要としないため現在普及が進んでいる。しかし、基本的に 2

人ペアで入力状況を共有して、字幕の入力と修正を行うことや、入力者が疲労してしまうため控えのペ

アを用意することが一般的である。よって、キーボード入力に慣れた補助者が複数人必要となることが

難点である 

2.2 問題解決についての要求事項 

 スライドノートの利用：あらかじめ講演者が講演内容をスライドノートに記述しておき、それを字幕

として利用することで、補助者の字幕入力の負担を軽減し、必要な補助者の人数を削減する。 

 講演環境に柔軟に対応：補助者の有無、字幕表示用スクリーンの有無に関わらず運用可能である。 

 即興発言の対応：補助者がいる場合には、スライドノートに記載されていない内容でも字幕として表

示することができる。 
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3. システムの概要 

3.1 開発のスコープ・目標 

講演者 PCと補助者 PC間を、ネットワークを介して接続し、講演者 PC上で行われるプレゼンテーショ

ンと対応してスライドノートを補助者 PCに送信する。送られたスライドノートを元に補助者 PCから字

幕を出力することによって、補助者の負担の軽減を図る。開発するシステムは、字幕表示のためのスクリ

ーンが用意されていない場合や、補助者が存在しない場合においても柔軟に対応して運用可能なシステ

ムとする。即興発言を補助するための予測変換機能、質疑応答の入力を補助するための IPtalkとの連携

機能、聴講者が自身の PCのブラウザ上で字幕を閲覧する機能に関しても開発を行う。PCの内部設定の

変更やインストール等を極力行わずに運用可能とすること。 

3.2 システム構成の概要 

3.2.1 システム全体の構成 

本システムは講演者の PCと補助者の PC上でそれぞれ動作する。また、補助者の有無、字幕表示用スク

リーンの有無に関わらず動作するため、4パターンの運用方法が存在する。 

I. 字幕表示用スクリーンあり、補助者あり 

講演者システムが補助者システムにスライドノートを送信し、それを受信した補助者システムを使用し

て補助者がタイミングよく文単位で字幕を字幕表示用スクリーンに映し出す。 

 

 

II. 字幕表示用スクリーンあり、補助者なし 

このときはタイミングよく字幕をスクリーンに映すことができない。そのため、講演者システムから受

信したスライドノートを補助者システムが自動でスクリーンに映し出す。 

講演用スクリーン

①スライドショーを遷移する

②スライド情報を抽出

③スライド情報の送信

④スライド情報読込

⑤字幕文を選択

字幕表示用スクリーン

1文目・・・

文単位表示

2文目・・・
3文目・・・

講演者システム

講演者

補助者システム

補助者

⑥字幕表示用ス
クリーンに投影
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III. 字幕表示用スクリーンなし、補助者あり 

このときは、補助者システムでスライドデータを受信した後、字幕データを一度講演者システムに送り

返す。それを講演者システムが受け取り、1 枚のスクリーンにスライドショーと字幕を同時に表示する。

スライドショーを縮小し、余ったスペースに字幕を表示する。 

  

IV. 字幕表示用スクリーンなし、補助者なし 

このときは講演者がスライドショーの操作と字幕の操作を自ら行うことにより講演を進める。 

講演用スクリーン

①スライドショーを遷移する

②スライド情報を抽出

③スライド情報の送信

④スライド情報読込

字幕表示用スクリーン

1文目・・・

スライド単位表示

2文目・・・
3文目・・・

講演者システム

講演者

補助者システム

⑤字幕表示用ス
クリーンに投影

講演用スクリーン

講演者システム 補助者システム

②スライド情報抽出 ④データ読込

講演者
補助者

③スライドデータ送信

⑥字幕データ送信
(文・段落単位)

⑦字幕表示

字幕

・パワーポイントを縮小表示
・余ったスペースに字幕を表示

①スライドショーを遷移する

⑤字幕文を選択

(字幕操作画面)
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3.2.2 動作環境 

本システムは、Window環境で動作する EXEフォーマットの実行ファイルを実行することで運用するこ

とができる。Windows は、Windows XP ～ Windows 8.1 のバージョンを動作保証の対象とする。

Windows には、.NET Framework のバージョン 2.0以上がインストールされている必要がある。 

講演用スクリーン

講演者システム

②スライド情報抽出

講演者

字幕

・パワーポイントを縮小表示
・余ったスペースに字幕を表示①スライドショーを遷移する④字幕表

示(文・段

落・スライド
単位)

③クリック操作
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3.3 システムの運用フロー 

3.3.1 字幕補助開始前フロー図 (講演者、補助者)(to-be) [RS-FLTB-001] 
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3.3.2 講演中講演者フロー図(補助者あり字幕表示用スクリーンあり) (to-be) [RS-FLTB-002] 
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3.3.3 講演中講演者フロー図(補助者あり字幕表示用スクリーンなし) (to-be) [RS-FLTB-003] 
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3.3.4 講演中講演者フロー図(補助者なし補助者スクリーンなし) (to-be) [RS-FLTB-004] 
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3.3.5 講演中補助者フロー図 (to-be) [RS-FLTB-005] 
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3.4 ユースケース図 

3.4.1 ユースケース図 [[RS-UCD-001]] 
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3.5 ユースケース記述 

3.5.1 ユースケース名：補助者と接続する [[RS-UCS-001: RS-FLTB-001 RS-UCD-001]] 

3.5.1.1 概要 

 講演者と補助者の PCをネットワーク上で接続する。 

3.5.1.2 アクター 

 講演者 

3.5.1.3 事前条件 

 補助者が補助を開始している。 

3.5.1.4 基本フロー 

1. 実行ファイルから本システムを起動する。 

2. 「動作モード」タブから「講演者」を選択する。 

3. 「補助モード」タブから「補助モード」を選択する。 

4. 「検索」ボタンを押下する。 

5. 「補助者名」タブから補助者の設定した「ユーザ名」を選択する。 

6. 「講演開始」ボタンを押下する。 

3.5.1.5 代替フロー 

 なし 

3.5.1.6 例外フロー 

 6α. 補助者名が選択されていない場合、その節を講演者に通知する。 

3.5.1.7 事後条件 

 補助者との通信が確立する。 

 

3.5.2 ユースケース名：補助者に発表スライドの情報を送る [[RS-UCS-002: RS-FLTB-002 RS-FLTB-

003 RS-UCD-001]] 

3.5.2.1 概要 

 スライドショー中の講演者 PCから補助者 PCへスライドノートを送信する。 

3.5.2.2 アクター 

 講演者 

3.5.2.3 事前条件 

 補助者との通信が確立している。 

3.5.2.4 基本フロー 

1. PowerPointファイルのスライドショーを実行する。 

2. スライドショーのページを進める。 

3.5.2.5 代替フロー 

 なし 

3.5.2.6 例外フロー 

 2α. 通信が切れた場合、同一の接続先に再接続を試みる。 
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3.5.2.7 事後条件 

補助者 PCの字幕操作画面上の「スライドノート」に講演者 PCから送られたスライドノートの内容が

表示される。 

 

3.5.3 ユースケース名：発表資料のスライドを字幕として講演用スクリーンに表示する[[RS-UCS-003: 

RS-FLTB-001 RS-FLTB-004 RS-UCD-001]] 

3.5.3.1 概要 

字幕表示のためのスクリーンがなく、補助者もいない場合、講演用スクリーンに表示される

PowerPointのスライドを縮小し、余白に字幕を表示する。 

3.5.3.2 アクター 

 講演者 

3.5.3.3 事前条件 

 本システムを起動し、講演者モードを選択している。 

3.5.3.4 基本フロー 

1. 「補助モード」タブから「セルフモード」を選択する。 

2. 「表示単位」タブから「文」を選択する。 

3. 「開始」ボタンを押下する。 

4. PowerPointファイルのスライドショーを実行する。 

3.5.3.5 代替フロー 

2a. スライドノートを段落単位に表示させる場合は「段落」を、ページ単位で表示させる場合は「ペ

ージ」を選択する。 

3.5.3.6 例外フロー 

なし 

3.5.3.7 事後条件 

 講演用スクリーンに縮小されたスライドと、余白にスライドの目次が表示される。表示単位をページ単

位に設定した場合は、最初のスライドのスライドノートの内容が表示される。 

 

3.5.4 ユースケース名：字幕を送り出す[[RS-UCS-004: RS-FLTB-004 RS-UCD-001]] 

3.5.4.1 概要 

 講演用スクリーンに字幕を表示させる際に、字幕を文あるいは段落ごとに表示させる。 

3.5.4.2 アクター 

 講演者 

3.5.4.3 事前条件 

 補助モードをセルフモードに表示単位を文あるいは段落に設定し、本システムを開始している。 

 本システム開始後、PowerPointファイルのスライドショーを実行している。 

3.5.4.4 基本フロー 

1. マウスの左クリックを行う。 
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3.5.4.5 代替フロー 

1a. 表示しているページのスライドノートをすべて表示した場合、スライドショーのページを進め

る。 

3.5.4.6 例外フロー 

なし 

3.5.4.7 事後条件 

 講演用スクリーンの字幕表示部に、文あるいは段落単位で字幕が追加される。 

 

3.5.5 ユースケース名：発表スライドを進める[[RS-UCS-005: RS-FLTB-004 RS-UCD-001]] 

3.5.5.1 概要 

 講演用スクリーンに字幕を表示させた際に、発表スライドを進める。 

3.5.5.2 アクター 

 講演者 

3.5.5.3 事前条件 

 補助モードをセルフモードに表示単位を文あるいは段落に設定し、本システムを開始している。 

 本システム開始後、PowerPointファイルのスライドショーを実行している。 

3.5.5.4 基本フロー 

1. マウスの右クリックを行う。 

3.5.5.5 代替フロー 

なし 

3.5.5.6 例外フロー 

なし 

3.5.5.7 事後条件 

 講演用スクリーンのスライドショーに次のページが表示される。 

 

3.5.6 ユースケース名：自分のスタイルを使用するかどうか決める[[RS-UCS-006: RS-FLTB-001 RS-

UCD-001]] 

3.5.6.1 概要 

 講演者の設定した字幕スタイルを用いるかどうかを選択する。 

3.5.6.2 アクター 

 講演者 

3.5.6.3 事前条件 

 本システムを起動し、講演者モードを選択している。 

3.5.6.4 基本フロー 

1. 「講演者スタイル利用」チェックボックスをチェックする。 

3.5.6.5 代替フロー 

1a. 「講演者スタイル利用」にチェックを入れなかった場合、補助者の設定したスタイルが適用され

る。 
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3.5.6.6 例外フロー 

なし 

3.5.6.7 事後条件 

 字幕表示時に自身の設定したスタイルで字幕が表示される。 

 

3.5.7 ユースケース名：補助を開始する[[RS-UCS-007: RS-FLTB-001 RS-UCD-001]] 

3.5.7.1 概要 

 字幕操作画面を表示し、自身への接続のための情報をネットワーク上の講演者 PCに送信する。 

3.5.7.2 アクター 

 補助者 

3.5.7.3 事前条件 

 なし 

3.5.7.4 基本フロー 

1. 実行ファイルから本システムを起動する。 

2. 「補助開始」ボタンを押下する。 

3.5.7.5 代替フロー 

なし 

3.5.7.6 例外フロー 

なし 

3.5.7.7 事後条件 

 字幕操作画面が表示され、講演者 PCで「補助者検索」を行うと、補助者 PC名が選択可能になる。 

 

3.5.8 ユースケース名：発表資料のスライドノートを字幕として字幕表示用スクリーンに表示する[[RS-

UCS-008: RS-FLTB-002 RS-UCD-001]] 

3.5.8.1 概要 

 講演者 PC からネットワークを通して受け取ったスライドノートを字幕として字幕表示用スクリーン

に表示する。 

3.5.8.2 アクター 

補助者 

3.5.8.3 事前条件 

 「3.5.2ユースケース名：補助者に発表スライドの情報を送る。」完了後。 

 受信したスライドノートが字幕操作画面の「スライドノート」リストボックスに表示されている。 

3.5.8.4 基本フロー 

1. 「スライドノート」リストボックスの字幕表示用スクリーンに表示したい文を選択する(マウスク

リックか矢印キー)。 

2. エンターキーを押下、もしくはダブルクリックで字幕表示用スクリーンに表示。 

3.5.8.5 代替フロー 

なし 
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3.5.8.6 例外フロー 

なし 

3.5.8.7 事後条件 

 字幕表示用スクリーンに選択した字幕が表示される。 

 

3.5.9 ユースケース名：字幕を編集する[[RS-UCS-009: RS-FLTB-002 RS-FLTB-003 RS-UCD-001]] 

3.5.9.1 概要 

 字幕表示用スクリーンに表示した字幕の記述内容を編集する。 

3.5.9.2 アクター 

 補助者 

3.5.9.3 事前条件 

「3.5.8 ユースケース名：発表資料のスライドノートを字幕として字幕表示用スクリーンに表示する」完

了後。 

 字幕表示用スクリーンに字幕が表示されている。 

3.5.9.4 基本フロー 

1. 「字幕ヒストリー」リストボックスからマウスクリックもしくは矢印キーで字幕を選択する。 

2. 「3.5.10ユースケース名：字幕を更新する」もしくは「3.5.11ユースケース名：字幕を削除する」

を行う。 

3.5.9.5 代替フロー 

 なし 

3.5.9.6 例外フロー 

 なし 

3.5.9.7 事後条件 

 「スライドノート情報」リストボックスの内容が編集どおり反映される。 

 

3.5.10 ユースケース名：字幕を更新する[[RS-UCS-010: RS-FLTB-002 RS-FLTB-003 RS-UCD-001]] 

3.5.10.1 概要 

 字幕表示用スクリーンに表示された字幕の記述内容を更新する。 

3.5.10.2 アクター 

 補助者 

3.5.10.3 事前条件 

「3.5.9 ユースケース名：字幕を編集する」完了後。 

3.5.10.4 基本フロー 

1. INSERTキーを押下する。 

2. 字幕を修正する。 

3. ENTERキーを押下する。 

3.5.10.5 代替フロー  

なし 
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3.5.10.6 例外フロー 

なし 

3.5.10.7 事後条件 

 字幕の更新結果が字幕ヒストリーと字幕表示用スクリーンに反映される。 

 

3.5.11 ユースケース名：字幕を削除する[[RS-UCS-011: RS-FLTB-002 RS-FLTB-003 RS-UCD-001]] 

3.5.11.1 概要 

 字幕表示用スクリーンに表示された字幕の記述内容を削除する。 

3.5.11.2 アクター 

 補助者 

3.5.11.3 事前条件 

 「3.5.9ユースケース名：字幕を編集する」完了後。 

3.5.11.4 基本フロー 

1. DELETEキーを押下する。 

3.5.11.5 代替フロー  

 なし 

3.5.11.6 例外フロー 

なし 

3.5.11.7 事後条件 

字幕ヒストリーと字幕表示用スクリーンから字幕が削除される。 

 

3.5.12 ユースケース名：即興発言を字幕として表示する[[RS-UCS-012: RS-FLTB-002 RS-FLTB-003 RS-

UCD-001]] 

3.5.12.1 概要 

自由に入力した内容を字幕表示用スクリーンに表示できる。 

3.5.12.2 アクター 

 補助者 

3.5.12.3 事前条件 

 「3.5.7ユースケース名：補助を開始する」完了後。 

3.5.12.4 基本フロー 

1. 「即興発言」テキストボックスに入力を行い、Enterキーを押下する。 

3.5.12.5 代替フロー  

 なし 

3.5.12.6 例外フロー 

なし 

3.5.12.7 事後条件 

入力したテキストが字幕表示用スクリーンに表示される。 
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3.5.13 ユースケース名：予測変換を利用して即興発言を入力する[[RS-UCS-013: RS-FLTB-002 RS-

FLTB-003 RS-UCD-001]] 

3.5.13.1 概要 

予測変換を利用して即興発言を入力できる。 

3.5.13.2 アクター 

 補助者 

3.5.13.3 事前条件 

 「3.5.2ユースケース名：補助者に発表スライドの情報を送る」完了後。 

3.5.13.4 基本フロー 

1. 「即興発言」テキストボックスに入力を行うと、スライドノートやスライドテキストにて用いられ

ている文が変換候補として表示される。 

2. マウスクリックか矢印キーで操作し、Enterキー・マウスダブルクリックで決定する。 

3.5.13.5 代替フロー  

 なし 

3.5.13.6 例外フロー 

なし 

3.5.13.7 事後条件 

予測変換候補が確定文字列として「即興発言」テキストボックスに入力される。 

 

3.5.14 ユースケース名：IPtalkで入力した結果をスクリーンに表示する[[RS-UCS-014: RS-FLTB-002 RS-

FLTB-003 RS-UCD-001]] 

3.5.14.1 概要 

IPtalkの入力を取得し、字幕表示用スクリーンに表示する。 

3.5.14.2 アクター 

 補助者 

3.5.14.3 事前条件 

 「3.5.7ユースケース名：補助を開始する」完了後。 

 IPtalkの入力者 PCと補助者が同ネットワークに接続している。 

3.5.14.4 基本フロー 

1. 「ch」タブを選択する。 

2. 「IPtalkと通信開始」ボタンを押下する。 

3. 「3.5.15ユースケース名：即興発言を入力する」を行う。 

3.5.14.5 代替フロー  

 なし 

3.5.14.6 例外フロー 

なし 

3.5.14.7 事後条件 

他 PCの IPtalkからの入力が字幕表示用スクリーンへ表示される。 
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3.5.15 ユースケース名：即興発言を入力する[[RS-UCS-015: RS-FLTB-002 RS-FLTB-003 RS-UCD-001]] 

3.5.15.1 概要 

補助者システムに対して、IPtalkを用いて入力を行う。 

3.5.15.2 アクター 

 IPtalkユーザー 

3.5.15.3 事前条件 

 「3.5.14ユースケース名：IPtalkで入力した結果をスクリーンに表示する－基本フロー2」完了後。 

 補助者 PCと同ネットワークに接続している。 

3.5.15.4 基本フロー 

1. IPtalkを起動する。 

2. IPtalkの入力欄に入力を行う。 

3.5.15.5 代替フロー  

Undo機能 

1a. 「F9」を押下する。 

3.5.15.6 例外フロー 

なし 

3.5.15.7 事後条件 

IPtalkからの入力が補助者システムに反映される。 

 

3.5.16 ユースケース名：字幕のスタイルを設定する[[RS-UCS-016: RS-FLTB-001 RS-UCD-001]] 

3.5.16.1 概要 

字幕表示のフォント・色等を設定する。 

3.5.16.2 アクター 

 講演者、補助者 

3.5.16.3 事前条件 

 本システムを起動している。 

3.5.16.4 基本フロー 

1. 「字幕スタイルの設定」ボタンを押下する。 

2. 「講演字幕の色」、「即興発言の色」、「字幕のサイズ」、「字幕のサイズ」、「表示済み文字列の濃さ」、

「行間のサイズ」、「字幕のフォント」をそれぞれ設定する。 

3. 「閉じる」ボタンを押下する。 

3.5.16.5 代替フロー  

1画面用字幕のスタイル設定(タイリング) 

2a-1. 「1画面用字幕」を押下する。 

2a-2. 「タイリング」ラジオボックスを選択する。 

2a-3. 「スライドショー配置」、「スライドタイトルの一覧表示」、「タイマーを表示」、「スライド縦横比」

を設定する。 
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1画面用字幕のスタイル設定(オーバーラップ) 

2b-1. 「1画面用字幕」を押下する。 

2b-2. 「オーバーラップ」ラジオボックスを選択する。 

2b-3. 「サイズ」、「原点」、「スライド縦横比」を設定する。 

プレビュー 

 2c.「プレビュー」ボタンを押下する。 

規定値に戻す 

 2d. 「規定値に戻す」ボタンを押下する。 

3.5.16.6 例外フロー 

なし 

3.5.16.7 事後条件 

設定した字幕スタイルが反映される。 

 

3.5.17 ユースケース名：設定した字幕のスタイルを保存する[[RS-UCS-017: RS-FLTB-001 RS-UCD-

001]] 

3.5.17.1 概要 

字幕スタイルの設定ファイルを XML形式でローカルに保存する。 

3.5.17.2 アクター 

 講演者、補助者 

3.5.17.3 事前条件 

 「3.5.16ユースケース名：字幕のスタイルを設定する－基本フロー1」完了後。 

3.5.17.4 基本フロー 

1. 「保存」ボタンを押下する。 

2. 保存場所、ファイル名をそれぞれ入力する。 

3. 「保存」ボタンを押下する。 

3.5.17.5 代替フロー  

 なし 

3.5.17.6 例外フロー 

なし 

3.5.17.7 事後条件 

字幕スタイルの設定ファイルがローカルに保存される。 

 

 

 

3.5.18 ユースケース名：以前設定した字幕のスタイルを使用する[[RS-UCS-018: RS-FLTB-001 RS-UCD-

001]] 

3.5.18.1 概要 

ローカルの字幕スタイルの設定ファイルを読み込んで設定に反映させる。 
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3.5.18.2 アクター 

 講演者、補助者 

3.5.18.3 事前条件 

 「3.5.16ユースケース名：字幕のスタイルを設定する－基本フロー1」完了後。 

3.5.18.4 基本フロー 

1. 「開く」ボタンを押下する。 

2. 設定ファイルを選択する。 

3. 「開く」ボタンを押下する。 

3.5.18.5 代替フロー  

 なし 

3.5.18.6 例外フロー 

なし 

3.5.18.7 事後条件 

ローカルの字幕スタイルの設定ファイルが本システムに反映される。 

 

3.5.19 ユースケース名：所持している端末で字幕を視聴する[[RS-UCS-019: RS-FLTB-001 RS-UCD-

001]] 

3.5.19.1 概要 

聴講者の端末からWebブラウザを用いて字幕を閲覧する。 

3.5.19.2 アクター 

 聴講者 

3.5.19.3 事前条件 

 「字幕配信」チェックボックスをチェックし、「3.5.3ユースケース名：発表資料のスライドを字幕とし

て講演用スクリーンに表示する」、もしくは「3.5.7ユースケース名：補助を開始する」完了後。 

聴講者の端末が本システムと同一ネットワークに接続されている。 

3.5.19.4 基本フロー 

1. ブラウザから指定の URLにアクセスする。 

3.5.19.5 代替フロー  

 なし 

3.5.19.6 例外フロー 

なし 

3.5.19.7 事後条件 

聴講者 PCのブラウザに字幕が表示される。 

 

3.5.20 ユースケース名：字幕を保存する[[RS-UCS-020: RS-FLTB-005 RS-UCD-001]] 

3.5.20.1 概要 

表示した字幕の内容をテキスト形式でローカルに保存する。 
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3.5.20.2 アクター 

 補助者 

3.5.20.3 事前条件 

 「3.5.7ユースケース名：補助を開始する」完了後。 

3.5.20.4 基本フロー 

1. 「字幕保存」ボタンを押下する。 

2. 保存場所、ファイル名をそれぞれ入力する。 

3. 「保存」ボタンを押下する。 

3.5.20.5 代替フロー  

 なし 

3.5.20.6 例外フロー 

なし 

3.5.20.7 事後条件 

字幕内容おテキストファイルがローカルに保存される。 

 

3.5.21 ユースケース名：字幕内容の音声で再生する [[RS-UCS-020: RS-FLTB-001 RS-FLTB-004 RS-

UCD-001]]  

3.5.21.1 概要 

セルフモード時に字幕内容を音声で再生する。 

3.5.21.2 アクター 

 講演者 

3.5.21.3 事前条件 

 「3.5.3ユースケース名：発表資料のスライドを字幕として講演用スクリーンに表示する[RS-UCS-003]」

基本フロー2完了後。 

3.5.21.4 基本フロー 

1. 「音声合成エンジン」を選択する。 

2. 「保存」ボタンを押下する。 

3. 字幕を表示する。 

3.5.21.5 代替フロー  

 なし 

3.5.21.6 例外フロー 

なし 

3.5.21.7 事後条件 

表示した字幕を音声で再生する。 
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4. 機能要件 

本システムの機能要件を記述 

 

4.1 機能項目 

4.1.1 スライドノートを字幕として表示できる[[RS-FR-001]] 

講演者が予め用意した、スライドノートを活用して、字幕として表示ができる。また、字幕の表示は、

講演者や補助者の好みにより自由に設定することができる。 

 

4.1.2 補助者の有無、副スクリーンの有無に関わらず運用できる[[RS-FR-001]] 

補助者がいない場合でも最低限の情報保障ができる。また字幕表示用スクリーンがない場合は、講演用

スクリーンのみで情報保障ができる。 

 

4.1.3 聴講者の携帯情報端末で字幕を閲覧できる[[RS-FR-001]] 

字幕表示用スクリーンがない場合や、字幕表示用スクリーンに表示された字幕が見づらい場合に対応

するため、聴講者の携帯情報端末で字幕を閲覧できる。また、スクリーンの字幕を見逃した場合、その部

分のバックログを閲覧することができる。 

 

4.1.4 原稿のない発言を字幕として表示できる[[RS-FR-001]] 

講演中の発言の大部分は現行通りの発言であるが、それ以外の即興発言にも対応し、字幕として表示す

ることができる。 

 

4.2 外部システムとのインタフェース 

本システム間の通信には UDP 及び TCP、聴講者端末との通信には HTTP、IPtalk との通信には UDP

を用いる。 
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4.3 ユーザインタフェース 

4.3.1 補助者画面 

 

 

4.3.2 講演者画面 
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4.3.3 字幕操作画面 

 

 

4.3.4 字幕スタイル設定画面 
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4.3.5 字幕表示画面(補助者) 

 

 

4.3.6 字幕表示画面(講演者：タイル) 
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4.3.7 字幕表示画面(講演者：オーバーラップ) 
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5. 非機能要件 

5.1 より多くの環境で動作することができる[[RS-NR-001]] 

利用者は講演者、補助者ともにその環境を限定できない。そのような状況でも動作可能にするため、本

システムはより多くの環境で動作することができる。 

5.2 システムのインストール不要[[RS-NR-002]] 

USBフラッシュドライブといった記録媒体から、簡単に運用する必要がある。また、講演会場では借

り物のパソコンや、会場に備え付けの PCを使用することが考えられるため、PC の内部設定に必要以上

に影響を与えてはならない。 

5.3 講演に副作用を及ぼさない[[RS-NR-003]] 

 講演者は講演中に本システムを利用することになるが、本システムの動作によって講演が止まってし

まうことがあってはならない。 
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1. 画面遷移図 

 

  

画面遷移図stm 

補助者設定

講演者設定

補助設定を閉じる
「動作モード」
を講演者に変更

講演者設定を閉じる

「動作モード」
を補助者に変更

字幕画面スタイル設定
「字幕画面スタイル設
定」ボタンを押下

「字幕画面スタイル設
定」ボタンを押下

「閉じる」ボタンを押下 or 

字幕画面スタイル設定を閉

じる [遷移元が講演者設定]

「閉じる」ボタンを押下 or 

字幕スタイル設定を閉じる 

[遷移元が補助者設定]

字幕操作

「補助開始」ボタン押

下 [「字幕表示先」が補
助者スクリーンならば
字幕画面を表示]

字幕

字幕操作を閉じる

字幕を閉じる or 

字幕操作を閉じる

講演開始

「講演開始」
ボタン押下

「停止」ボタンを押下 or 

講演開始を閉じる
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2. 補助者設定画面 

 

  

プロジェクト名

ドキュメント名

識別ID

①

②

③

④
⑤
⑥
⑦

画面レイアウト定義

画面ID
画面の名称

スライドノートを活用した講演字幕システムの実現
CaPPTioner
方式設計
アーキテクチャ設計書

補助者設定

共通情報

書誌情報

システム名
工程名

レイアウト図

使用する部品

作成者
バージョン

後藤　慎也
v1.0

SDA-SL-001

概要 補助者が補助のための設定や補助を開始するための画面

ユーザ名にテキストボックス、動作モード、ネットワークインターフェース、字幕表示先にドロップダウンリスト、字幕配信にチェックボックスを用いる

ユーザ名

動作モード

ネットワークインター
フェース

字幕画面スタイル設定

表示範囲

半角13文字

-

-

ラベル 画面部品の種類 画面部品の説明

ブロードキャスト時に講演者設定に表示するユーザ名を入力する
テキストボックス

動作モードを切り替えるドロップダウンリスト

ネットワークインターフェースを選択するドロップダウンリスト

字幕画面スタイル設定を開くボタン

テキストボックス

ドロップダウンリスト

ドロップダウンリスト

ボタン
ドロップダウンリスト

操作手順

[補助を開始する]
1.「ネットワークインターフェース」を指定する。
2. 各種設定を行う。
   2-1 講演者スクリーンに表示する場合字幕表示先を設定する。
   2-2 字幕配信を行う場合「字幕配信」チェックボックスをチェックする。
　 2-3 ユーザ名を変更する場合「ユーザ名」テキストボックスを変更する。
3. 「補助開始」ボタンを押下する。
[字幕スタイル設定画面を表示する]
1. 「字幕画面スタイル設定」ボタンを押下する。
[講演者設定画面を表示する]
1. 「動作モード」ドロップダウンリストを「講演者」に変更する。

字幕配信の要否を設定するチェックボックス
補助を開始するボタン

-
-
-
-

字幕表示先を設定するドロップダウンリスト
字幕配信
補助開始

チェックボックス
ボタン

補助者スクリーン

① ②

③ ④

⑤

⑥

⑦
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3. 講演者設定画面 

 

  

プロジェクト名

ドキュメント名

識別ID

①

②

③

④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪

操作手順

[補助者と接続して講演を開始する]
1.「ネットワークインターフェース」を指定する。
2. 各種設定を行う。
   2-1 「モード」に補助モードを設定する。
   2-2 「補助者検索」ボタンを押下する。
   2-3 「補助者名」から接続する補助者を選択する。
   2-4 講演者のスタイルを利用する場合「講演者のスタイルを利用」チェックボックスをチェックする。
   2-5 ユーザ名を変更する場合「ユーザ名」テキストボックスを変更する。
3. 「講演開始」ボタンを押下する。
4. メッセージボックスの内容が正しければ「OK」ボタンを押下する。
[1人で講演を開始する]
1.「ネットワークインターフェース」を指定する
2. 各種設定を行う。
   2-1 「モード」にセルフモードを設定する。
   2-2 字幕の表示単位を文・段落・ページの中から選択する。
3. 「講演開始」ボタンを押下する。
4. メッセージボックスの内容が正しければ「OK」ボタンを押下する。
[字幕スタイル設定画面を表示する]
1. 「字幕スタイル設定」ボタンを押下する。
[補助者設定画面を表示する]
1. 「動作モード」ドロップダウンリストを「補助者」に変更する。

講演者スタイル利用 チェックボックス - 講演者のスタイルを利用の要否を設定するチェックボックス
ドロップダウンリスト - 字幕の表示単位を設定するドロップダウンリスト

検索できた補助者名を表示するドロップダウンリスト

講演を開始するボタン

-
-
-

-

モードを設定するドロップダウンリスト

- 接続可能な補助者を検索するボタン

- 音声の設定をするドロップダウンリスト

補助者名

講演開始

ドロップダウンリスト

ボタン

モード

補助者検索

表示単位

ボタン

音声 ドロップダウンリスト

テキストボックス

ドロップダウンリスト

ドロップダウンリスト

ボタン
ドロップダウンリスト

ユーザ名にテキストボックス、
動作モード、ネットワークインターフェース、モード、補助者名、表示単位にドロップダウンリスト、
講演者スタイル利用にチェックボックスを用いる

ユーザ名

動作モード

ネットワークインター
フェース

字幕スタイル設定

表示範囲

半角13文字

-

-

ラベル 画面部品の種類 画面部品の説明

補助者と接続時に補助者編集に表示するユーザ名を入力する
テキストボックス

動作モードを切り替えるドロップダウンリスト

ネットワークインターフェースを選択するドロップダウンリスト

字幕スタイル設定を開くボタン

レイアウト図

使用する部品

作成者
バージョン

落合 遥堂
v1.0

SDA-SL-002

概要 講演者が動作モードの設定や補助者と接続するための画面

画面レイアウト定義

画面ID
画面の名称

スライドノートを活用した講演字幕システムの実現
CaPPTioner
方式設計
アーキテクチャ設計書

講演者設定

共通情報

書誌情報

システム名
工程名

① ②

③ ④

⑤

⑥ ⑦

⑨

⑧

⑪

⑩
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4. 講演開始画面 

 

  

プロジェクト名

ドキュメント名

識別ID
①
②

画面レイアウト定義

画面ID
画面の名称

スライドノートを活用した講演字幕システムの実現
CaPPTioner
方式設計
アーキテクチャ設計書

講演開始

共通情報

書誌情報

システム名
工程名

レイアウト図

使用する部品

作成者
バージョン

落合 遥堂
v1.0

SDA-SL-003

概要 システムログの表示と講演者が講演の停止をする画面

操作手順

[講演を停止する]
1.「停止」ボタンを押下する。

ログにリストボックスを用いる

停止
ログ

表示範囲
-
-

ラベル 画面部品の種類 画面部品の説明
講演を停止するボタン

システムログを表示するリストボックス
ボタン

リストボックス

①

②
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5. 字幕画面スタイル設定画面 

 

プロジェクト名

ドキュメント名

識別ID
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳
21

22

23

24

25

操作手順

[字幕スタイルを設定する]
1. 「画面変更」から2画面用または1画面用を選択する
2. 各種設定を行う。
   2-1  講演字幕色を設定する。
   2-2  背景色を設定する。
   2-3  即興発言色を設定する。
   2-4  字幕サイズを設定する。
   2-5  表示済み文字列の濃さを設定する。
   2-6  行間サイズを設定する。
   2-7  字幕フォントを設定する。
   2-8  タイリングレイアウトを設定する。
      2-8-1  スライドショー配置を設定する。
      2-8-2  スライドショー縮小率を設定する。
      2-8-3  スライドタイトル一覧を設定する。
      2-8-4  タイマーを設定する。
   2-9  オーバーラップレイアウトを設定する。
      2-9-1  オーバーラップ幅サイズを設定する。
      2-9-2  オーバーラップ高さサイズを設定する。
      2-9-3  オーバーラップx座標を設定する。
      2-9-4  オーバーラップy座標を設定する。
   2-10 字幕画面スタイル設定を規定値に戻す場合「規定値」ボタンを押下する。
3. 「閉じる」ボタンを押下する。
[プレビューを表示する]
1.「プレビュー」ボタンを押下してプレビュー画面を開く。
2. 「スライド縦横比」を設定する。
3. 「プレビュー」ボタンを押下してプレビュー画面を閉じる。
[以前設定した字幕スタイルを利用する]
1. 「開く」ボタンを押下する。
[設定した字幕画面スタイルを保存する]
1. 「保存」ボタンを押下する。

ボタン
閉じる ボタン
規定値

画面を閉じるボタン

-

-
-

設定を規定値に戻すボタン

講演字幕色変更 ボタン - 講演字幕色を設定するボタン
背景色変更 ボタン - 背景色を設定するボタン

画面変更 ドロップダウンリスト - 1画面用または2画面用を設定する度ラップダウンリスト

表示済み文字列濃度

ファイル名にテキストボックス、
画面変更、字幕フォント、スライドショー配置、スライド縦横比にドロップダウンリスト、
字幕サイズ、表示済み文字列濃度、行間サイズ、スライドショー縮小率、オーバーラップ幅サイズ、オーバーラップ高さサイズ、オーバーラップx座標、オーバーラップy座標サに数値入力テ
キスト、
タイリングレイアウト、オーバーラップレイアウトにラジオボタン、
スライドタイトル一覧、タイマーにチェックボックスを用いる

ファイルパス
開く

保存
プレビュー表示

表示範囲
半角36文字

-
-

ラベル 画面部品の種類 画面部品の説明

字幕スタイル設定ファイルのファイルパスを表示するテキストボックス
字幕スタイル設定ファイルを開くボタン
字幕スタイル設定を保存するボタン
プレビューを開くまたは閉じるボタン

テキストボックス
ボタン
ボタン
ボタン

レイアウト図

使用する部品

作成者
バージョン

落合 遥堂
v1.0

SDA-SL-004

概要 字幕画面のスタイルを設定するための画面

画面レイアウト定義

画面ID
画面の名称

スライドノートを活用した講演字幕システムの実現
CaPPTioner
方式設計
アーキテクチャ設計書

字幕画面スタイル設定

共通情報

書誌情報

システム名
工程名

数値入力テキスト 半角3文字 表示済み文字列濃度を設定する数値入力テキスト
行間サイズ 数値入力テキスト 半角3文字 行間サイズを設定する数値入力テキスト

即興発言色変更 ボタン - 即興発言色を設定するボタン
字幕サイズ 数値入力テキスト 半角2文字 字幕サイズを設定する数値入力テキスト

スライドショー配置 ドロップダウンリスト - スライドショー配置を設定するドロップダウンリスト
スライドショー縮小率 数値入力テキスト 半角2文字 スライドショー縮小率を設定する数値入力テキスト

字幕フォント ドロップダウンリスト - 字幕フォントを設定するドロップダウンリスト
タイリングレイアウト ラジオボタン - タイリングレイアウトを設定するラジオボタン

オーバーラップレイアウト ラジオボタン - オーバーラップレイアウトを設定するラジオボタン
オーバーラップ幅サイズ 数値入力テキスト 半角3文字 オーバーラップ幅サイズを設定する数値入力テキスト

スライドタイトル一覧 チェックボックス - スライドタイトル一覧を設定するチェックボックス
タイマー チェックボックス - タイマー表示を設定するチェックボックス

オーバーラップy座標 数値入力テキスト 半角3文字 オーバーラップy座標を設定する数値入力テキスト
スライド縦横比 ドロップダウンリスト - スライド縦横比を設定するドロップダウンリスト

オーバーラップ高さサイズ 数値入力テキスト 半角3文字 オーバーラップ高さサイズを設定する数値入力テキスト
オーバーラップx座標 数値入力テキスト 半角3文字 オーバーラップx座標を設定する数値入力テキスト

① ②

③ ④ ⑤

⑥

⑦

⑨

⑧

⑩

⑪ ⑫

⑬

⑱

⑭

⑯

⑰

⑮

⑲

21

⑳

22

23

2524
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6. 字幕操作画面 

 

  

プロジェクト名

ドキュメント名

識別ID
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

既に表示された字幕の振り返りためのリストビュー
字幕保存

補助者なしで自動補助の要否を設定するチェックボックス
即興発言を入力するテキストボックス

操作手順

即興発言入力欄 半角５０文字

ボタン - 既に表示された字幕を保存するためのボタン
ログ リストボックス 半角2文字 異常処理や各操作の情報を記録するリストボックス

[字幕操作を開始する]
1. 「字幕自動補助」から自動補助の要否を選択する
2. 字幕入力を行う。
   2-1  「即興発言入力欄」で字幕を入力する。
     2-1-1　「Ｆ１」キーを押すと線の区切りを追加できる。
   　2-1-2　「Ｆ2」キーを押すと改行ができる。
   2-2  「スライドノート情報」で一致の字幕を選定して表示する。
3.字幕の修正を行う。
   3-1  「字幕ヒストリー」で修正したい文を「INS」キーで押して変更を行う。
   3-2  「字幕ヒストリー」で削除したい文を「DEL」キーで押して変更を行う。
4.フォーカスの変更を行う
     4-1　「スライドノート情報」または「字幕ヒストリー」をフォーカスする際に、「Ｆ3」キーを押すと「即興発言入力欄」にフォーカスの変更ができる。
 　　4-2　「即興発言入力欄」または「字幕ヒストリー」をフォーカスする際に、「Ｆ4」キーを押すと「スライドノート情報」にフォーカスの変更ができる。
     4-3　「即興発言入力欄」または「スライドノート情報」をフォーカスする際に、「Ｆ5」キーを押すと「字幕ヒストリー」にフォーカスの変更ができる。

「Iptalkと連携する」
1.「IPtalkのチャネル」を選定する。
2. 「IPtalkとの通信開始」を押す。

「字幕を保存する」
1.「字幕保存」を押す。

「聴講者端末への配信アドレスを示す」
1.「ＱＲコード表示」を押してＱＲコードフォームを開く。
2.「Alt」+「Ｆ4」を押してＱＲコードフォームを閉じる。

ＱＲコード表示 ボタン - 聴講者端末への字幕配信のアドレスを示すボタン

スライドノート情報 リストボックス 半角５０文字 字幕素材とするスライドノート情報を記録するリストボックス
字幕ヒストリー リストビュー -

チェックボックス
テキストボックス

字幕自動補助

Ｉptalkのチャネルを選定するためのドロップダウンリスト
ボタン

ドロップダウンリストIPtalkのチャネル -

レイアウト図

使用する部品

即興発言入力欄にテキストボックス、
IPtalkのチャネルにドロップダウンリスト、
スライド情報、ログにリストボックス、
字幕ひヒストリーにリストビュー、
IPtalkとの通信開始、字幕保存にボタン
字幕自動補助にチェックボックスを用いる

IPtalkとの通信開始
表示範囲ラベル 画面部品の種類 画面部品の説明

ＩPtalkと連携入力するための起動ボタン

作成者
バージョン

顧毅捷
v1.0

SDA-SL-005

概要 字幕表示をコントロールするための画面

画面レイアウト定義

画面ID
画面の名称

スライドノートを活用した講演字幕システムの実現
CaPPTioner
方式設計
アーキテクチャ設計書

字幕操作

共通情報

書誌情報

システム名
工程名

① ②

③

④

⑥

⑦

⑨

⑧

⑤
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7. 字幕配信・スマートフォン画面 

 

  

プロジェクト名

ドキュメント名

識別ID
①

②

③

④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

更新

字幕表示領域

ボタン

-
既出発言濃度

ドロップダウンリスト
ドロップダウンリスト

ボタン
ドロップダウンリスト
ドロップダウンリスト

表示中の字幕を更新するボタン

字幕が表示される領域

-
-

-

ウィンドウサイズ次第
最新でない発言の表示濃度を設定するドロップダウンリスト

即興発言として入力された字幕の色を設定するドロップダウンリスト
字幕表示領域の背景色を設定するチェックボックス

操作手順

[字幕を拡大する]
1. 「拡大」ボタンをタップする。
[字幕を縮小する]
1. 「縮小」ボタンをタップする。
[字幕を手動更新する]
1. 「更新」ボタンをタップする。
[自動更新を開始する]
1. 自動更新が行われていない時、「自動更新」ボタンをタップする。
[自動更新を停止する]
1. 自動更新が行われている時、「自動更新」ボタンをタップする。
[ノート文字色を変更する]
1. 「ノート文字色」ドロップダウンリストを任意の色に変更する。
[即興発言文字色を変更する]
1. 「即興発言文字色」ドロップダウンリストを任意の色に変更する。
[背景色を変更する]
1. 「背景色」ドロップダウンリストを任意の色に変更する。
[既出発言の表示濃度を変更する]
1. 「既出発言濃度」ドロップダウンリストを任意の数値に変更する。

自動更新の要否および拡大・縮小・手動更新にボタン、文字色と背景色の設定にドロップダウンリストを用いる

自動更新
ノート文字色

即興発言文字色
背景色

表示範囲

-
-
-

ラベル 画面部品の種類 画面部品の説明

自動更新の要否を設定するボタン
スライドノートから表示された字幕の色を設定するドロップダウンリスト

レイアウト図

使用する部品

作成者
バージョン

横山　快
v1.0

SDA-SL-006

概要 スマートフォンへの字幕配信を受けた聴講者がブラウザ上で見る画面

画面レイアウト定義

画面ID
画面の名称

スライドノートを活用した講演字幕システムの実現
CaPPTioner
方式設計
アーキテクチャ設計書

字幕配信・スマートフォン

共通情報

書誌情報

システム名
工程名

- 表示中の字幕を拡大するボタン
縮小 ボタン - 表示中の字幕を縮小するボタン
拡大 ボタン

①

②

⑨

⑥

③ ④

⑤ ⑦ ⑧



8 

 

8. 字幕配信・PC 

 

  

プロジェクト名

ドキュメント名

識別ID
①

②

③

④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

- 表示中の字幕を拡大するボタン
縮小 ボタン - 表示中の字幕を縮小するボタン

画面レイアウト定義

画面ID
画面の名称

スライドノートを活用した講演字幕システムの実現
CaPPTioner
方式設計
アーキテクチャ設計書

字幕配信・PC

共通情報

書誌情報

システム名
工程名

レイアウト図

使用する部品

作成者
バージョン

横山　快
v1.0

SDA-SL-007

概要 端末への字幕配信を受けた聴講者がブラウザ上で見る画面

自動更新にチェックボックス、文字色と背景色の設定にドロップダウンリスト、拡大・縮小・手動更新にボタンを用いる

自動更新
ノート文字色

即興発言文字色

背景色

表示範囲

-
-

-

ラベル 画面部品の種類 画面部品の説明

自動更新の要否を設定するチェックボックス
スライドノートから表示された字幕の色を設定するドロップダウンリスト

即興発言として入力された字幕の色を設定するドロップダウンリスト

字幕表示領域の背景色を設定するチェックボックス

チェックボックス
ドロップダウンリスト

ドロップダウンリスト

ドロップダウンリスト
ドロップダウンリスト

操作手順

[自動更新を開始する]
1. 「自動更新」チェックボックスをチェックする。
[自動更新を停止する]
1. 「自動更新」チェックボックスからチェックを外す。
[ノート文字色を変更する]
1. 「ノート文字色」ドロップダウンリストを任意の色に変更する。
[即興発言文字色を変更する]
1. 「即興発言文字色」ドロップダウンリストを任意の色に変更する。
[背景色を変更する]
1. 「背景色」ドロップダウンリストを任意の色に変更する。
[既出発言の表示濃度を変更する]
1. 「既出発言濃度」ドロップダウンリストを任意の数値に変更する。
[字幕を拡大する]
1. 「拡大」ボタンをクリックする。
[字幕を縮小する]
1. 「縮小」ボタンをクリックする。
[字幕を手動更新する]
1. 「更新」ボタンをクリックする。

表示中の字幕を更新するボタン
字幕が表示される領域

-
-

-
ウィンドウサイズ次第

最新でない発言の表示濃度を設定するドロップダウンリスト

更新
字幕表示領域

ボタン
-

既出発言濃度
拡大 ボタン

①

②

⑨

⑥

③ ④

⑤ ⑦ ⑧
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9. 字幕配信・JSなし 

 

  

プロジェクト名

ドキュメント名

識別ID
①

②

③

操作手順

[字幕を手動更新する]
1. 「更新」ボタンをクリックorタップする。
[設定画面を呼び出す]
1. 「設定」ボタンをクリックorタップする。

ページを更新するボタン

字幕が表示される領域

-

ウィンドウサイズ次第

更新

字幕表示領域

ボタン

-

ボタン

手動更新と設定画面への遷移にボタンを用いる

設定

表示範囲

-

ラベル 画面部品の種類 画面部品の説明

設定画面（字幕配信・JSなし/設定）を呼び出すボタン

レイアウト図

使用する部品

作成者
バージョン

横山　快
v1.0

SDA-SL-008

概要 端末への字幕配信を受けた聴講者がブラウザ上で見る画面（javascriptが機能しない場合）

画面レイアウト定義

画面ID
画面の名称

スライドノートを活用した講演字幕システムの実現
CaPPTioner
方式設計
アーキテクチャ設計書

字幕配信・JSなし

共通情報

書誌情報

システム名
工程名

① ②

③
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10. 字幕配信・JSなし/設定 

 

プロジェクト名

ドキュメント名

識別ID
①

②

③

④
⑤
⑥
⑦

操作手順

ボタン

ボタン
ボタン

[自動更新を開始する]
1. 自動更新が行われていない時、「自動更新」ボタンをクリックorタップする。
[自動更新を停止する]
1. 自動更新が行われている時、「自動更新」ボタンをクリックorタップする。
[字幕画面に戻る]
1. 「戻る」ボタンをクリックorタップする。
[字幕を拡大する]
1. 「拡大」ボタンをクリックorタップする。
[字幕を縮小する]
1. 「縮小」ボタンをクリックorタップする。
[ノート文字色を変更する]
1. 任意の色に対応した「ノート文字色」ボタンをクリックorタップする。
[即興発言文字色を変更する]
1. 任意の色に対応した「即興発言文字色」ボタンをクリックorタップする。
[背景色を変更する]
1. 任意の色に対応した「背景色」ボタンをクリックorタップする。

字幕画面に戻るボタン

-

-戻る ボタン

ボタン

- 字幕の表示サイズを拡大し、字幕画面に戻るボタン

縮小 ボタン - 字幕の表示サイズを縮小し、字幕画面に戻るボタン

字幕画面に戻る操作、自動更新の要否および拡大・縮小・文字色と背景色の設定にボタンを用いる

自動更新

ノート文字色

即興発言文字色
背景色

表示範囲

-

-
-

ラベル 画面部品の種類 画面部品の説明

自動更新の要否を設定し、字幕画面に戻るボタン

スライドノートから表示された字幕の色を設定し、字幕画面に戻るボタン
即興発言として入力された字幕の色を設定し、字幕画面に戻るボタン

字幕表示領域の背景色を設定し、字幕画面に戻るボタン

レイアウト図

使用する部品

作成者
バージョン

横山　快
v1.0

SDA-SL-009

概要 javascriptが動作しない端末で字幕配信を受けている時、設定変更を行う画面

拡大 ボタン

画面レイアウト定義

画面ID
画面の名称

スライドノートを活用した講演字幕システムの実現
CaPPTioner
方式設計
アーキテクチャ設計書

字幕配信・JSなし/設定

共通情報

書誌情報

システム名
工程名

①
②

⑥

③
④

⑤

⑦
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Class Index 

Class List 
Here are the classes, structs, unions and interfaces with brief descriptions: 

Capptioner.Prediction.appFreqCompareClass ( 出現・利用頻度によるソートのためのコンパ

レータの実装 )  .................................................................................................................................... 3 

Capptioner.CandidateUserControl.CandidateForm   ...................................................................... 5 

Capptioner.CandidateUserControl   .................................................................................................. 8 

Capptioner.IMELanguage.Frequentry (選択した文字列と(出現・利用)頻度を持つクラス )  19 

Capptioner.ImeTextBox.ImeCompositionEventArgs (入力中の文字列を保持する ) ................ 20 

Capptioner.IMELanguage (予測変換のための辞書構築とその操作のためのクラス )  ........... 21 

Capptioner.ImeTextBox (入力中の文字列を取得するテキストフォーム )  ............................... 23 

Capptioner.InputForm (スクリーンに字幕を出力するフォーム )  ............................................. 25 

Capptioner.MainForm (メインフォーム )  ..................................................................................... 31 

Capptioner.IMELanguage.Morph (形態素を格納するクラス )  .................................................. 34 

Capptioner.IMELanguage.MorphDict (辞書を操作するためのクラス )  ................................... 35 

Capptioner.IMELanguage.MorphDictItem (辞書要素のインターフェース )  ........................... 37 

Capptioner.IMELanguage.MorphList (Morphクラスのリスト構造を実現するクラス )  ........ 38 

Capptioner.Prediction   ...................................................................................................................... 40 

Capptioner.Xml (XMLに関するクラス )  ....................................................................................... 44 
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Class Documentation 

Capptioner.Prediction.appFreqCompareClass Class Reference 

 
 出現・利用頻度によるソートのためのコンパレータの実装  

Inheritance diagram for Capptioner.Prediction.appFreqCompareClass: 

 
 

Collaboration diagram for Capptioner.Prediction.appFreqCompareClass: 

 
 

Public Member Functions 

 appFreqCompareClass (IMELanguage.MorphDict d) 

Private Member Functions 

 int IComparer. Compare (object x, object y) 

Private Attributes 

 IMELanguage.MorphDict dict 

 

Detailed Description 

 出現・利用頻度によるソートのためのコンパレータの実装  

 

Definition at line 184 of file Prediction.cs. 

 

The documentation for this class was generated from the following file: 
 C:/Users/yodo/Git/slidenote/Capptioner/Capptioner/PredictiveText/Prediction.cs 
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Capptioner.CandidateUserControl.CandidateForm Class 
Reference 

Inheritance diagram for Capptioner.CandidateUserControl.CandidateForm: 

 
 

Collaboration diagram for Capptioner.CandidateUserControl.CandidateForm: 

 
 

Public Member Functions 

 CandidateForm (CandidateUserControl cUC) 

Public Attributes 

 System.Windows.Forms.DataGridView dataGridView_Candidates 

Protected Member Functions 

 override void Dispose (bool disposing) 

Clean up any resources being used.  

Properties 

 override CreateParams CreateParams [get] 

CreateParamsをオーバーライドする ExStyleにWS_EX_TOOLWINDOWを指定する (タスクバー非
表示)  
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Private Member Functions 

 void dataGridView_Candidates_Scroll (Object sender, ScrollEventArgs e) 

スクロール時に番号を振りなおす  

 void InitializeComponent () 

Required method for Designer support - do not modify the contents of this method with the code editor.  

Private Attributes 

 const int WS_EX_TOOLWINDOW = 0x00000080 

 CandidateUserControl candidateUserControl 
 System.ComponentModel.IContainer components = null 

Required designer variable.  

 

Detailed Description 

Definition at line 56 of file CandidateUserControl.cs. 

 

Member Function Documentation 

void Capptioner.CandidateUserControl.CandidateForm.dataGridView_Candidates_Scroll 
(Object sender, ScrollEventArgs e)[private] 

 

スクロール時に番号を振りなおす  

 

Parameters: 

sender   

e   

Definition at line 100 of file CandidateUserControl.cs. 

override void Capptioner.CandidateUserControl.CandidateForm.Dispose (bool 

disposing)[protected] 

 

Clean up any resources being used.  

 

Parameters: 

disposing  true if managed resources should be disposed; otherwise, false. 

Definition at line 18 of file CandidateUserControl.Designer.cs. 

void Capptioner.CandidateUserControl.CandidateForm.InitializeComponent ()[private] 

 

Required method for Designer support - do not modify the contents of this method with the code editor.  

 

Definition at line 33 of file CandidateUserControl.Designer.cs. 
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Member Data Documentation 

System.ComponentModel.IContainer 

Capptioner.CandidateUserControl.CandidateForm.components = null[private] 

 

Required designer variable.  

 

Definition at line 12 of file CandidateUserControl.Designer.cs. 

 

Property Documentation 

override CreateParams 

Capptioner.CandidateUserControl.CandidateForm.CreateParams[get], [protected] 

 

CreateParamsをオーバーライドする ExStyleにWS_EX_TOOLWINDOWを指定する (タスクバー

非表示)  

 

Definition at line 82 of file CandidateUserControl.cs. 

 

The documentation for this class was generated from the following files: 

 C:/Users/yodo/Git/slidenote/Capptioner/Capptioner/Controls/CandidateUserControl.cs 

 C:/Users/yodo/Git/slidenote/Capptioner/Capptioner/Controls/CandidateUserControl.Design

er.cs 
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Capptioner.CandidateUserControl Class Reference 

Inheritance diagram for Capptioner.CandidateUserControl: 

 
 

Collaboration diagram for Capptioner.CandidateUserControl: 

 
 

Classes 

 class CandidateForm 

Public Member Functions 

 static bool GetCaretPos (out Point caretPoint) 

 CandidateUserControl () 

コンストラクタ  

 void AnalyzeSentence (string[] sentences, TabPage tab) 

予測変換のための解析を行う  

 void Reset () 

 void CandidateForm_Move () 

ウィンドウの移動に合わせて予測変換のgridviewの位置を移動させる  

 void Clear () 

テキストボックスをクリア  

 bool IsVisible (bool delay) 

候補の一覧が表示されているかどうか  

 void SetTab (TabPage tab) 

追加されたタブを設定  

 void SetCurrentTab (TabPage tab) 

開かれているタブを設定  
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Protected Member Functions 

 override bool ProcessCmdKey (ref Message msg, Keys keyData) 

日本語入力中のキーを判別するための関数  

 override void Dispose (bool disposing) 

使用中のリソースをすべてクリーンアップします  

Properties 

 override string Text dataGridView_Candidates" [get, set] 

Textプロパティのオーバーライド  

Private Member Functions 

 static int ImmGetVirtualKey (int hwnd) 

 void imeTextBox_ImeComposition (object sender, ImeTextBox.ImeCompositionEventArgs e) 

imeTextBoxにも文字が入力されたら、入力された文字列から辞書を引いて候補の一覧を表示する  

 void imeTextBox_KeyDown (object sender, KeyEventArgs e) 

日本語入力OFFでのキーイベント  

 void dataGridView_Candidates_CellMouseDoubleClick (object sender, 

DataGridViewCellMouseEventArgs e) 

マウスで候補をダブルクリックした際のイベント処理  

 void dataGridView_Candidates_KeyDown (object sender, KeyEventArgs e) 

データグリッドビューにフォーカスがある際のエンターキーに対する処理  

 void dataGridView_Candidates_LostFocus (object sender, EventArgs e) 

表からフォーカスが移動した際に表を閉じる  

 void imeTextBox_Leave (object sender, EventArgs e) 

フォーカスが別のコントロールに移ったらリセット  

 void imeTextBox_KeyUp (object sender, KeyEventArgs e) 

キーを離した際の処理  

 void KeyPressDownProcess () 

↓キー入力時の処理  

 void KeyPressUpProcess () 

↑キー入力時の処理  

 void KeyPressEnterProcess (bool IsKeyDownShift=false) 

Enterキー入力時の処理  

 void CancelProcess () 

予測変換の表示をキャンセルする  

 void SelectCandidate (int index, bool isSelectMorph) 

候補の選択  

 void UpdateCandidateList () 

候補選択後の候補リストの更新  

 void SetCandidatePos () 

予測変換のgridviewをテキストボックス下に表示させる  

 void InitializeComponent () 
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デザイナー サポートに必要なメソッドですこのメソッドの内容を コード エディターで変更
しないでください  

Private Attributes 

 Dictionary< TabPage, Prediction > predictions = new Dictionary<TabPage, Prediction>() 

 TabPage currentTab = new TabPage() 

 CandidateForm candidateForm 
 Point formPosition = new Point() 

 bool isAltKeyDowned 

 const int WM_SETFOCUS = 0x0007 

 int pageUnitNumber = 0 

 const int WM_KEYDOWN = 0x100 

 const int VK_PROCESSKEY = 0xE5 

 const int VK_UP = 0x26 

 const int VK_DOWN = 0x28 

 const int VK_RETURN = 0x0D 

 const int VK_SPACE = 0x20 

 const int VK_LEFT = 0x25 

 const int VK_RIGHT = 0x27 

 System.ComponentModel.IContainer components = null 

必要なデザイナー変数です  

 ImeTextBox imeTextBox 

 

Detailed Description 

Definition at line 15 of file CandidateUserControl.cs. 

 

Constructor & Destructor Documentation 

Capptioner.CandidateUserControl.CandidateUserControl () 

 

コンストラクタ  

 

Definition at line 130 of file CandidateUserControl.cs. 

 

Member Function Documentation 

void Capptioner.CandidateUserControl.AnalyzeSentence (string[] sentences, TabPage tab) 

 

予測変換のための解析を行う  

 

Parameters: 

sentences  解析対象となる文 
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tabIndex  タブ番号 

Definition at line 457 of file CandidateUserControl.cs. 

void Capptioner.CandidateUserControl.CancelProcess ()[private] 

 

予測変換の表示をキャンセルする  

 

Definition at line 538 of file CandidateUserControl.cs. 

Here is the caller graph for this function: 

 
 

void Capptioner.CandidateUserControl.CandidateForm_Move () 

 

ウィンドウの移動に合わせて予測変換のgridviewの位置を移動させる  

 

Definition at line 646 of file CandidateUserControl.cs. 

void Capptioner.CandidateUserControl.Clear () 

 

テキストボックスをクリア  

 

Definition at line 661 of file CandidateUserControl.cs. 

void Capptioner.CandidateUserControl.dataGridView_Candidates_CellMouseDoubleClick 

(object sender, DataGridViewCellMouseEventArgs e)[private] 

 

マウスで候補をダブルクリックした際のイベント処理  

 

Parameters: 

sender   

e   

Definition at line 369 of file CandidateUserControl.cs. 

Here is the call graph for this function: 

 
 

void Capptioner.CandidateUserControl.dataGridView_Candidates_KeyDown (object sender, 
KeyEventArgs e)[private] 

 



12 

データグリッドビューにフォーカスがある際のエンターキーに対する処理  

 

Parameters: 

sender   

e   

Definition at line 379 of file CandidateUserControl.cs. 

Here is the call graph for this function: 

 
 

void Capptioner.CandidateUserControl.dataGridView_Candidates_LostFocus (object sender, 

EventArgs e)[private] 

 

表からフォーカスが移動した際に表を閉じる  

 

Parameters: 

sender   

e   

Definition at line 394 of file CandidateUserControl.cs. 

override void Capptioner.CandidateUserControl.Dispose (bool disposing)[protected] 

 

使用中のリソースをすべてクリーンアップします  

 

Parameters: 

disposing  マネージ リソースが破棄される場合 true、破棄されない場合は false 

です 

Definition at line 90 of file CandidateUserControl.Designer.cs. 

void Capptioner.CandidateUserControl.imeTextBox_ImeComposition (object sender, 

ImeTextBox.ImeCompositionEventArgs e)[private] 

 

imeTextBoxにも文字が入力されたら、入力された文字列から辞書を引いて候補の一覧を表示す

る  

 

Parameters: 

sender   

e   

Definition at line 220 of file CandidateUserControl.cs. 

Here is the call graph for this function: 
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void Capptioner.CandidateUserControl.imeTextBox_KeyDown (object sender, KeyEventArgs 

e)[private] 

 

日本語入力OFFでのキーイベント  

 

Parameters: 

sender   

e   

Definition at line 273 of file CandidateUserControl.cs. 

Here is the call graph for this function: 

 
 

void Capptioner.CandidateUserControl.imeTextBox_KeyUp (object sender, KeyEventArgs 

e)[private] 

 

キーを離した際の処理  

 

Parameters: 

sender   

e   

Definition at line 428 of file CandidateUserControl.cs. 

void Capptioner.CandidateUserControl.imeTextBox_Leave (object sender, EventArgs 

e)[private] 

 

フォーカスが別のコントロールに移ったらリセット  

 

Parameters: 

sender   

e   

Definition at line 411 of file CandidateUserControl.cs. 

void Capptioner.CandidateUserControl.InitializeComponent ()[private] 
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デザイナー サポートに必要なメソッドですこのメソッドの内容を コード エディターで変更

しないでください  

 

Definition at line 107 of file CandidateUserControl.Designer.cs. 

bool Capptioner.CandidateUserControl.IsVisible (bool delay) 

 

候補の一覧が表示されているかどうか  

 

Parameters: 

delay  直前の動作まで表示されているときにtrueを返す場合trueを設定 

Returns: 

表示されていればtrue、表示されていなければfalse 

Definition at line 671 of file CandidateUserControl.cs. 

void Capptioner.CandidateUserControl.KeyPressDownProcess ()[private] 

 

↓キー入力時の処理  

 

Definition at line 480 of file CandidateUserControl.cs. 

Here is the caller graph for this function: 

 
 

void Capptioner.CandidateUserControl.KeyPressEnterProcess (bool IsKeyDownShift = 

false)[private] 

 

Enterキー入力時の処理  

 

Parameters: 

IsKeyDownShift  シフトキーを押していたかどうか 

Definition at line 527 of file CandidateUserControl.cs. 

Here is the call graph for this function: 

 
 

Here is the caller graph for this function: 
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void Capptioner.CandidateUserControl.KeyPressUpProcess ()[private] 

 

↑キー入力時の処理  

 

Definition at line 503 of file CandidateUserControl.cs. 

Here is the caller graph for this function: 

 
 

override bool Capptioner.CandidateUserControl.ProcessCmdKey (ref Message msg, Keys 

keyData)[protected] 

 

日本語入力中のキーを判別するための関数  

 

Parameters: 

msg   

keyData  入力されたキー情報 

Returns: 

 

Definition at line 166 of file CandidateUserControl.cs. 

Here is the call graph for this function: 

 
 



16 

void Capptioner.CandidateUserControl.SelectCandidate (int index, bool 

isSelectMorph)[private] 

 

候補の選択  

 

Parameters: 

index  表の行番号 

isSelectMorph  形態素毎に選択するかどうか 

Definition at line 554 of file CandidateUserControl.cs. 

Here is the call graph for this function: 

 
 

Here is the caller graph for this function: 

 
 

void Capptioner.CandidateUserControl.SetCandidatePos ()[private] 

 

予測変換のgridviewをテキストボックス下に表示させる  

 

Definition at line 624 of file CandidateUserControl.cs. 

Here is the caller graph for this function: 

 
 

void Capptioner.CandidateUserControl.SetCurrentTab (TabPage tab) 
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開かれているタブを設定  

 

Parameters: 

tab  開かれているタブ 

Definition at line 700 of file CandidateUserControl.cs. 

void Capptioner.CandidateUserControl.SetTab (TabPage tab) 

 

追加されたタブを設定  

 

Parameters: 

tab  追加されたタブ 

Definition at line 688 of file CandidateUserControl.cs. 

void Capptioner.CandidateUserControl.UpdateCandidateList ()[private] 

 

候補選択後の候補リストの更新  

 

Definition at line 585 of file CandidateUserControl.cs. 

Here is the call graph for this function: 

 
 

Here is the caller graph for this function: 

 
 

 

Member Data Documentation 

System.ComponentModel.IContainer Capptioner.CandidateUserControl.components = 

null[private] 

 

必要なデザイナー変数です  
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Definition at line 84 of file CandidateUserControl.Designer.cs. 

 

Property Documentation 

override string Capptioner.CandidateUserControl.Text dataGridView_Candidates"[get], 
[set] 

 

Textプロパティのオーバーライド  

 

Definition at line 158 of file CandidateUserControl.cs. 

 

The documentation for this class was generated from the following files: 

 C:/Users/yodo/Git/slidenote/Capptioner/Capptioner/Controls/CandidateUserControl.cs 

 C:/Users/yodo/Git/slidenote/Capptioner/Capptioner/Controls/CandidateUserControl.Design

er.cs 
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Capptioner.IMELanguage.Frequentry Class Reference 

 
選択した文字列と(出現・利用)頻度を持つクラス  

Collaboration diagram for Capptioner.IMELanguage.Frequentry: 

 
 

Public Attributes 

 Morph morph 
 int freq 

 

Detailed Description 

選択した文字列と(出現・利用)頻度を持つクラス  

 

Definition at line 129 of file IMELanguage.cs. 

 

The documentation for this class was generated from the following file: 
 C:/Users/yodo/Git/slidenote/Capptioner/Capptioner/PredictiveText/IMELanguage.cs 
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Capptioner.ImeTextBox.ImeCompositionEventArgs Class 
Reference 

 
入力中の文字列を保持する  

Inheritance diagram for Capptioner.ImeTextBox.ImeCompositionEventArgs: 

 
 

Collaboration diagram for Capptioner.ImeTextBox.ImeCompositionEventArgs: 

 
 

Public Member Functions 

 ImeCompositionEventArgs (string str) 

Properties 

 string InputString [get, set] 

 

Detailed Description 

入力中の文字列を保持する  

 

Definition at line 632 of file IMELanguage.cs. 

 

The documentation for this class was generated from the following file: 
 C:/Users/yodo/Git/slidenote/Capptioner/Capptioner/PredictiveText/IMELanguage.cs 
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Capptioner.IMELanguage Class Reference 

 
予測変換のための辞書構築とその操作のためのクラス  

Classes 

 class Frequentry 

 選択した文字列と(出現・利用)頻度を持つクラス class Morph 

 形態素を格納するクラス class MorphDict 

 辞書を操作するためのクラス class MorphDictItem 

 辞書要素のインターフェース class MorphList 

Morphクラスのリスト構造を実現するクラス Public Member Functions 

 delegate void EventHandler (object sender, MorphDict dict, Prediction prediction) 

 void MorphAnalyze (string[] str, MorphDict dict, Prediction prediction) 

形態素解析を行い、辞書を構築する  

Static Public Member Functions 

 static string Reverse (string s) 

文字列を反転させる  

Static Public Attributes 

 static Dictionary< string, string > romaji = new Dictionary<string, string>() 

Events 

 static EventHandler MorphAnalyzeEventHandler 

Static Private Member Functions 

 static IMELanguage () 

静的コンストラクタ  

Private Attributes 

 const int S_OK = 0 

 const int FELANG_REQ_REV = 0x00030000 

 const int FELANG_CMODE_MERGECAND = 0x00001000 

Static Private Attributes 

 static String[] romajiTable 

 static readonly char[] delimiter = { '!', '?', ',', '.', '！', '？', '，', '．', '、', '。', '¥r' } 

 

Detailed Description 

予測変換のための辞書構築とその操作のためのクラス  
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Definition at line 27 of file IMELanguage.cs. 

 

Constructor & Destructor Documentation 

static Capptioner.IMELanguage.IMELanguage ()[static], [private] 

 

静的コンストラクタ  

 

Definition at line 113 of file IMELanguage.cs. 

 

Member Function Documentation 

void Capptioner.IMELanguage.MorphAnalyze (string[] str, MorphDict dict, Prediction 
prediction) 

 

形態素解析を行い、辞書を構築する  

 

Parameters: 

str  解析対象の文字列 

Definition at line 415 of file IMELanguage.cs. 

static string Capptioner.IMELanguage.Reverse (string s)[static] 

 

文字列を反転させる  

 

Parameters: 

s  反転させたい文字列 

Returns: 

反転した文字列 

Definition at line 397 of file IMELanguage.cs. 

Here is the caller graph for this function: 

 
 

 

The documentation for this class was generated from the following file: 

 C:/Users/yodo/Git/slidenote/Capptioner/Capptioner/PredictiveText/IMELanguage.cs 
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Capptioner.ImeTextBox Class Reference 

 
入力中の文字列を取得するテキストフォーム  

Inheritance diagram for Capptioner.ImeTextBox: 

 
 

Collaboration diagram for Capptioner.ImeTextBox: 

 
 

Classes 

 class ImeCompositionEventArgs 

入力中の文字列を保持する Public Member Functions 

 static int ImmNotifyIME (int hIMC, int dwAction, int dwIndex, int dwValue) 

 delegate void ImeCompositionEventHandler (object sender, ImeCompositionEventArgs e) 

 void Cancel () 

Protected Member Functions 

 override void OnLeave (EventArgs e) 

フォーカスが外れる際にIMEの文字列をテキストボックスに確定する  

 override void WndProc (ref Message m) 

入力中の文字列を取得  

Events 

 ImeCompositionEventHandler ImeComposition = null 

Private Member Functions 

 static int ImmGetContext (IntPtr hWnd) 

 static int ImmGetCompositionString (int hIMC, int dwIndex, StringBuilder lpBuf, int dwBufLen) 

 static bool ImmReleaseContext (IntPtr hWnd, int hIMC) 

 static bool ImmGetOpenStatus (IntPtr hIMC) 
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Private Attributes 

 const int WM_IME_COMPOSITION = 0x010F 

 const int GCS_COMPSTR = 0x0008 

 const int CPS_CANCEL = 4 

 const int NI_COMPOSITIONSTR = 0x15 

 const int NI_SELECTCANDIDATESTR = 0x0015 

 const int CPS_COMPLETE = 0x0001 

 

Detailed Description 

入力中の文字列を取得するテキストフォーム  

 

Definition at line 514 of file IMELanguage.cs. 

 

Member Function Documentation 

override void Capptioner.ImeTextBox.OnLeave (EventArgs e)[protected] 

 

フォーカスが外れる際にIMEの文字列をテキストボックスに確定する  

 

Parameters: 

e   

Definition at line 569 of file IMELanguage.cs. 

override void Capptioner.ImeTextBox.WndProc (ref Message m)[protected] 

 

入力中の文字列を取得  

 

Parameters: 

m   

Definition at line 599 of file IMELanguage.cs. 

 

The documentation for this class was generated from the following file: 

 C:/Users/yodo/Git/slidenote/Capptioner/Capptioner/PredictiveText/IMELanguage.cs 

 



25 

Capptioner.InputForm Class Reference 

 
スクリーンに字幕を出力するフォーム  

Inheritance diagram for Capptioner.InputForm: 

 
 

Collaboration diagram for Capptioner.InputForm: 

 
 

Public Member Functions 

 void inputForm_AddLog (object sender, string s) 

 void IPtalkUndo (CaptionOrder captionOrder) 

 void IPtalkAppend (CaptionOrder captionOrder) 



26 

Protected Member Functions 

 override void Dispose (bool disposing) 

Clean up any resources being used.  

Private Member Functions 

 void InputForm_Move (object sender, EventArgs e) 

 void InputForm_Load (object sender, EventArgs e) 

 void InputForm_Shown (object sender, EventArgs e) 

 void InputForm_FormClosing (object sender, FormClosingEventArgs e) 

 void checkBox_ScreenMode_CheckedChanged (object sender, EventArgs e) 

 void listView_History_KeyDown (object sender, KeyEventArgs e) 

 void listView_History_AfterLabelEdit (object sender, LabelEditEventArgs e) 

 void candidateUserControl_KeyDown (object sender, KeyEventArgs e) 

 void listbox_DoubleClick (object sender, EventArgs e) 

 void listbox_KeyDown (object sender, KeyEventArgs e) 

 void backgroundWorker_DoWork (object sender, DoWorkEventArgs e) 

 delegate void AddMsgCallBack (string msg, TabControl tabControl, object serverProc) 

通信スレッドで受け取ったスライド情報を解析する スライドノートとスライドテキストを形
態素解析器に渡す スライドノートをリストボックスに追加する  

 void AddMsg (string msg, TabControl tabControl, object serverProc) 

 delegate void ChangeTabNameCallBack (string msg, TabControl TabControl, object serverProc) 

 void ChangeTabName (string msg, TabControl tabControl, object serverProc) 

 delegate void AddListPageCallBack (object sender, string address) 

 void AddListPage (object sender, string address) 

 void inputForm_AddHistory (object sender, CaptionEventArgs e) 

 字幕の追加後のイベント  

 void inputForm_ReceiveMessage (object serverProc, string msg) 

TCP受信後の情報の分析イベント  

 void inputForm_AddTab (object sender, string e) 

クライアントの検出後のイベント  

 delegate void inputForm_AddLogCallBack (object sender, string s) 

 void SendToSpeaker (string msg) 

現在選択されたタブの講演者に送信  

 void checkedTabControl_SelectedIndexChanged (object sender, EventArgs e) 

タブを変更した際にCandidateUserControlにタブ番号を伝える  

 void button_QR_Click (object sender, EventArgs e) 

 void button_IPtalk_Click (object sender, EventArgs e) 

 void iptalkManager_ReceivedEventHandler (object sender, IPtalkEventArgs e) 

 void comboBox_IPtalk_SelectedIndexChanged (object sender, EventArgs e) 

 delegate void IPtalkUndoCallBack (CaptionOrder captionOrder) 

 delegate void IPtalkAppendCallBack (CaptionOrder captionOrder) 

 void button_saveCaptions_Click (object sender, EventArgs e) 

 void InitializeComponent () 

デザイナー サポートに必要なメソッドですこのメソッドの内容を コード エディターで変更
しないでください  
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Private Attributes 

 AssistantScreenForm assistantScreenForm 

 QRForm qrForm 

 TcpServerManager tcpServerManager 

 UdpClientManager udpClientManager 
 Dictionary< String, Object > remoteHosts 

 Dictionary< Object, TabPage > tabPages 

 Dictionary< TabPage, Object > tcpClients 

 Dictionary< TabPage, ListBox > listBox 

 IPtalkManager iptalkManager 
 bool IsIptalkHooked 

 bool IsTerminate = false 

 System.ComponentModel.IContainer components = null 

Required designer variable.  

 System.Windows.Forms.CheckBox checkBox_ScreenMode 

 System.ComponentModel.BackgroundWorker backgroundWorker 

 System.Windows.Forms.ColumnHeader columnHeader1 

 System.Windows.Forms.Label label_Typed 

 System.Windows.Forms.ListView listView_History 

 System.Windows.Forms.ColumnHeader columnHeader2 

 TabControl tabControl 

 CandidateUserControl candidateUserControl 
 System.Windows.Forms.Label label1 

 System.Windows.Forms.Button button_IPtalk 

 System.Windows.Forms.Label label2 

 System.Windows.Forms.ComboBox comboBox_IPtalk 

 System.Windows.Forms.Label label_history 

 System.Windows.Forms.Label label_log 

 System.Windows.Forms.ListBox listBox_Log 

 System.Windows.Forms.Button button_QR 

 Button button_saveCaptions 

 SaveFileDialog saveFileDialog 

 Label label3 

 

Detailed Description 

スクリーンに字幕を出力するフォーム  

講演者から字幕が送られてきた文章をスクリーンへ出力する  

出力した後の字幕を編集・削除する  

即興発言を予測変換を用いて入力する  

Definition at line 25 of file InputForm.cs. 
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Member Function Documentation 

delegate void Capptioner.InputForm.AddMsgCallBack (string msg, TabControl tabControl, 

object serverProc)[private] 

 

通信スレッドで受け取ったスライド情報を解析する スライドノートとスライドテキストを形

態素解析器に渡す スライドノートをリストボックスに追加する  

 

Parameters: 

msg   

checkedTabContro

l  

 

serverProc   

void Capptioner.InputForm.checkedTabControl_SelectedIndexChanged (object sender, 

EventArgs e)[private] 

 

タブを変更した際にCandidateUserControlにタブ番号を伝える  

 

Parameters: 

sender   

e   

Definition at line 650 of file InputForm.cs. 

override void Capptioner.InputForm.Dispose (bool disposing)[protected] 

 

Clean up any resources being used.  

 

Parameters: 

disposing  true if managed resources should be disposed; otherwise, false. 

Definition at line 15 of file InputForm.Designer.cs. 

void Capptioner.InputForm.InitializeComponent ()[private] 

 

デザイナー サポートに必要なメソッドですこのメソッドの内容を コード エディターで変更

しないでください  

 

Definition at line 29 of file InputForm.Designer.cs. 

void Capptioner.InputForm.inputForm_AddHistory (object sender, CaptionEventArgs 

e)[private] 

 

 字幕の追加後のイベント  
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Parameters: 

sender   

e   

Definition at line 534 of file InputForm.cs. 

Here is the call graph for this function: 

 
 

void Capptioner.InputForm.inputForm_AddTab (object sender, string e)[private] 

 

クライアントの検出後のイベント  

 

Parameters: 

sender   

e   

Definition at line 605 of file InputForm.cs. 

void Capptioner.InputForm.inputForm_ReceiveMessage (object serverProc, string 

msg)[private] 

 

TCP受信後の情報の分析イベント  

 

Parameters: 

serverProc   

msg   

Definition at line 587 of file InputForm.cs. 

Here is the call graph for this function: 

 
 

void Capptioner.InputForm.SendToSpeaker (string msg)[private] 

 

現在選択されたタブの講演者に送信  

 

Parameters: 

msg   

Definition at line 636 of file InputForm.cs. 
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Here is the caller graph for this function: 

 
 

 

Member Data Documentation 

System.ComponentModel.IContainer Capptioner.InputForm.components = null[private] 

 

Required designer variable.  

 

Definition at line 9 of file InputForm.Designer.cs. 

 

The documentation for this class was generated from the following files: 

 C:/Users/yodo/Git/slidenote/Capptioner/Capptioner/Form/InputForm.cs 

 C:/Users/yodo/Git/slidenote/Capptioner/Capptioner/Form/InputForm.Designer.cs 
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Capptioner.MainForm Class Reference 

 
メインフォーム  

Inheritance diagram for Capptioner.MainForm: 

 
 

Collaboration diagram for Capptioner.MainForm: 

 
 

Static Public Attributes 

 static LocalHost Interface 

Protected Member Functions 

 override void Dispose (bool disposing) 

使用中のリソースをすべてクリーンアップします  

Private Member Functions 

 void networkInterfaceRefresh () 

 void comboBox_Mode_SelectedIndexChanged (object sender, EventArgs e) 

 void button_Style_Click (object sender, EventArgs e) 

 void textBox_HostName_TextChanged (object sender, EventArgs e) 

 void comboBox_Interface_SelectedIndexChanged (object sender, EventArgs e) 

 void MainForm_Load (object sender, EventArgs e) 

 void NetworkChange_NetworkAddressChanged (object sender, EventArgs e) 

 void freezeForm (object sender, Boolean b) 
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 void InitializeComponent () 

デザイナー サポートに必要なメソッドですこのメソッドの内容を コード エディターで変更
しないでください  

Private Attributes 

 System.ComponentModel.IContainer components = null 

必要なデザイナー変数です  

 System.Windows.Forms.ComboBox comboBox_Mode 

 System.Windows.Forms.Label label_Mode 

 System.Windows.Forms.Label label_HostName 

 System.Windows.Forms.TextBox textBox_HostName 

 Controls.SpeakerUserControl speakerControl 

 Controls.AssistantUserControl assistantControl 
 System.Windows.Forms.Button button_Style 

 System.Windows.Forms.ComboBox comboBox_Interface 

 System.Windows.Forms.Label label_Network 

 System.Windows.Forms.Label label_Interface 

 

Detailed Description 

メインフォーム  

 

Definition at line 15 of file MainForm.cs. 

 

Member Function Documentation 

override void Capptioner.MainForm.Dispose (bool disposing)[protected] 

 

使用中のリソースをすべてクリーンアップします  

 

Parameters: 

disposing  マネージ リソースが破棄される場合 true、破棄されない場合は false 

です 

Definition at line 14 of file MainForm.Designer.cs. 

void Capptioner.MainForm.InitializeComponent ()[private] 

 

デザイナー サポートに必要なメソッドですこのメソッドの内容を コード エディターで変更

しないでください  

 

Definition at line 29 of file MainForm.Designer.cs. 
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Member Data Documentation 

System.ComponentModel.IContainer Capptioner.MainForm.components = null[private] 

 

必要なデザイナー変数です  

 

Definition at line 8 of file MainForm.Designer.cs. 

 

The documentation for this class was generated from the following files: 

 C:/Users/yodo/Git/slidenote/Capptioner/Capptioner/Form/MainForm.cs 

 C:/Users/yodo/Git/slidenote/Capptioner/Capptioner/Form/MainForm.Designer.cs 
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Capptioner.IMELanguage.Morph Class Reference 

 
形態素を格納するクラス  

Public Member Functions 

 Morph (string text, string yomi, int part) 

 override string ToString () 

Public Attributes 

 int partOfSpeech = 0 

 string text = String.Empty 

 string yomi = String.Empty 

 

Detailed Description 

形態素を格納するクラス  

 

Definition at line 143 of file IMELanguage.cs. 

 

The documentation for this class was generated from the following file: 
 C:/Users/yodo/Git/slidenote/Capptioner/Capptioner/PredictiveText/IMELanguage.cs 

 



35 

Capptioner.IMELanguage.MorphDict Class Reference 

 
辞書を操作するためのクラス  

Collaboration diagram for Capptioner.IMELanguage.MorphDict: 

 
 

Public Member Functions 

 MorphList[] Hit (string key) 

keyから始まる候補を辞書から選出する  

 String[] SearchVariation (string key) 

入力途中のローマ字がひらがなへ変化する種類を探す関数  

Public Attributes 

 List< MorphDictItem > items = new List<MorphDictItem>() 

 Dictionary< string, Frequentry > appFreq = new Dictionary<string, Frequentry>() 

 Dictionary< string, Frequentry > useFreq = new Dictionary<string, Frequentry>() 

Private Attributes 

 System.Globalization.CompareInfo compareInfo = 

System.Globalization.CultureInfo.CurrentCulture.CompareInfo 

 

Detailed Description 

辞書を操作するためのクラス  

 

Definition at line 280 of file IMELanguage.cs. 

 

Member Function Documentation 

MorphList [] Capptioner.IMELanguage.MorphDict.Hit (string key) 

 

keyから始まる候補を辞書から選出する  
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Parameters: 

key  開始文字列 

Returns: 

候補のリスト 

Definition at line 300 of file IMELanguage.cs. 

Here is the call graph for this function: 

 
 

String [] Capptioner.IMELanguage.MorphDict.SearchVariation (string key) 

 

入力途中のローマ字がひらがなへ変化する種類を探す関数  

 

Parameters: 

key  入力中の文字列 

Returns: 

ひらがなの変換候補配列 

Definition at line 333 of file IMELanguage.cs. 

Here is the call graph for this function: 

 
 

Here is the caller graph for this function: 

 
 

 

The documentation for this class was generated from the following file: 

 C:/Users/yodo/Git/slidenote/Capptioner/Capptioner/PredictiveText/IMELanguage.cs 
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Capptioner.IMELanguage.MorphDictItem Class Reference 

 
辞書要素のインターフェース  

Collaboration diagram for Capptioner.IMELanguage.MorphDictItem: 

 
 

Public Member Functions 

 MorphDictItem (string text, string yomi, MorphList next) 

Public Attributes 

 string text 

 string yomi 

 MorphList next 

 

Detailed Description 

辞書要素のインターフェース  

 

Definition at line 255 of file IMELanguage.cs. 

 

The documentation for this class was generated from the following file: 
 C:/Users/yodo/Git/slidenote/Capptioner/Capptioner/PredictiveText/IMELanguage.cs 
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Capptioner.IMELanguage.MorphList Class Reference 

 
Morphクラスのリスト構造を実現するクラス  

Collaboration diagram for Capptioner.IMELanguage.MorphList: 

 
 

Public Member Functions 

 MorphList (Morph morph, MorphList next) 

 MorphList (MorphList morphList) 

コピーコンストラクタ  

 override string ToString () 

Public Attributes 

 Morph morph 

 MorphList next 

Properties 

 string Text [get] 

Private Member Functions 

 string ToCatString () 

 

Detailed Description 

Morphクラスのリスト構造を実現するクラス  

 

Definition at line 181 of file IMELanguage.cs. 

 

Constructor & Destructor Documentation 

Capptioner.IMELanguage.MorphList.MorphList (MorphList morphList) 

 

コピーコンストラクタ  

 



39 

Parameters: 

morphList   

Definition at line 208 of file IMELanguage.cs. 

 

The documentation for this class was generated from the following file: 

 C:/Users/yodo/Git/slidenote/Capptioner/Capptioner/PredictiveText/IMELanguage.cs 
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Capptioner.Prediction Class Reference 

Collaboration diagram for Capptioner.Prediction: 

 
 

Classes 

 class appFreqCompareClass 

 出現・利用頻度によるソートのためのコンパレータの実装 Public Member 

Functions 

 void Analyze (string[] sentences) 

sentenceを形態素解析して予測変換のための辞書を作成する  

 void prediction_AnalyzeEventHandler (object sender, IMELanguage.MorphDict morphDict, 

Prediction prediction) 

形態素解析を終了をイベントとして受け取り、結果をメインスレッドに反映させるための関数  

 bool HasDict () 

予測変換のための辞書が既に設定されているかどうか  

 ArrayList GetCandidates () 

入力候補を取得する  

 void InputText (string key) 

入力された文字列から予測結果を反映する  

 IMELanguage.MorphList SelectCandidate (IMELanguage.MorphList morphList, bool 

isSelectMorph) 

選択した際の処理（選択履歴の保存、単語使用回数カウント）  

 void ResetHistory () 

連続した候補の選択以外の操作を行った場合の処理  

 bool IsInput () 

予測変換による連続した候補選択の途中かどうかを返す関数  

Public Attributes 

 IMELanguage.MorphDict dict = new IMELanguage.MorphDict() 

Private Member Functions 

 void BackgroundProcess (object arg) 

バックグラウンド上で形態素解析を行う関数  
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 void UpdateCandidates () 

文字列入力後の候補の更新  

Private Attributes 

 IMELanguage.MorphList[] candidates = { } 

 ArrayList candidateList = new ArrayList() 

 int count = 0 

 StringBuilder strHist = new StringBuilder() 

 IMELanguage.MorphList selectedMorphList = null 

 int selectedMorphCount = 0 

 object syncObj = new Object() 

 

Detailed Description 

Definition at line 9 of file Prediction.cs. 

 

Member Function Documentation 

void Capptioner.Prediction.Analyze (string[] sentences) 

 

sentenceを形態素解析して予測変換のための辞書を作成する  

 

Parameters: 

sentences  対象となる文字列 

Definition at line 44 of file Prediction.cs. 

Here is the call graph for this function: 

 
 

void Capptioner.Prediction.BackgroundProcess (object arg)[private] 

 

バックグラウンド上で形態素解析を行う関数  

 

Parameters: 

arg   

Definition at line 74 of file Prediction.cs. 

Here is the caller graph for this function: 
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ArrayList Capptioner.Prediction.GetCandidates () 

 

入力候補を取得する  

 

Returns: 

入力候補のArrayList 

Definition at line 119 of file Prediction.cs. 

bool Capptioner.Prediction.HasDict () 

 

予測変換のための辞書が既に設定されているかどうか  

 

Returns: 

辞書が存在すればtrue、なければfalse 

Definition at line 102 of file Prediction.cs. 

void Capptioner.Prediction.InputText (string key) 

 

入力された文字列から予測結果を反映する  

 

Parameters: 

key  入力された文字列 

Definition at line 135 of file Prediction.cs. 

bool Capptioner.Prediction.IsInput () 

 

予測変換による連続した候補選択の途中かどうかを返す関数  

 

Returns: 

連続での選択中ならtrueそうでないならfalse 

Definition at line 441 of file Prediction.cs. 

void Capptioner.Prediction.prediction_AnalyzeEventHandler (object sender, 
IMELanguage.MorphDict morphDict, Prediction prediction) 

 

形態素解析を終了をイベントとして受け取り、結果をメインスレッドに反映させるための関数  

 

Parameters: 

sender   

morphDict   

Definition at line 89 of file Prediction.cs. 
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void Capptioner.Prediction.ResetHistory () 

 

連続した候補の選択以外の操作を行った場合の処理  

 

Definition at line 431 of file Prediction.cs. 

IMELanguage.MorphList Capptioner.Prediction.SelectCandidate (IMELanguage.MorphList 
morphList, bool isSelectMorph) 

 

選択した際の処理（選択履歴の保存、単語使用回数カウント）  

 

Parameters: 

mo  選択した語句 

Definition at line 275 of file Prediction.cs. 

Here is the call graph for this function: 

 
 

void Capptioner.Prediction.UpdateCandidates ()[private] 

 

文字列入力後の候補の更新  

 

Definition at line 350 of file Prediction.cs. 

Here is the caller graph for this function: 

 
 

 

The documentation for this class was generated from the following file: 

 C:/Users/yodo/Git/slidenote/Capptioner/Capptioner/PredictiveText/Prediction.cs 
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Capptioner.Xml Class Reference 

 
XMLに関するクラス  

Static Public Member Functions 

 static string ReplaceLowOrderASCIICharacters (string tmp) 

特定のアスキーコードをスペースに置き換える  

 static string[] XmlParse (string xmlText, string nodes) 

XMLをパースする  

 static Boolean CheckNodeExist (string xmlText, string node) 

ノードの有無を調べる  

 static Boolean CheckNodeExist (XmlDocument xmlDoc, string node) 

ノードの有無を調べる  

 static XmlNode SelectLastNode (XmlNode xmlNode, string xpath, string selector) 

selectorの中の一番後ろのノードを返す  

 static string SelectAttributeNode (XmlNode xmlNode, string xpath, string selector) 

 static XmlNode LocateLastNode (XmlDocument xmlConfig, string xpath, string selector, string 

path) 

xmlDocumentの一番後ろにselectorをノードとして追加する  

 static CaptionOrder ChengeToCaptionOrder (string msg, string rootCaptionPath) 

字幕に関する伝文をcaptionOrder型に変える  

 static string ChengeToMsg (CaptionOrder captionOrder) 

captionOrder型から伝文フォーマットを生成  

Static Private Attributes 

 static Regex regexSelector = new Regex("(.*)¥¥[@(.*)?='(.*)?'¥¥]$", RegexOptions.Compiled) 

 static Regex regexSelectorNode = new Regex("^@(.*)", RegexOptions.Compiled) 

 static Dictionary< string, string > formatTmp = new Dictionary<string, string>() 

 

Detailed Description 

XMLに関するクラス  

 

Definition at line 12 of file Xml.cs. 

 

Member Function Documentation 

static Boolean Capptioner.Xml.CheckNodeExist (string xmlText, string node)[static] 

 

ノードの有無を調べる  
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Parameters: 

xmlText  対象のXML 

node  調べるノードのXPath 

Returns: 

存在していたらTrue、存在していなかったらFalse 

Definition at line 80 of file Xml.cs. 

Here is the call graph for this function: 

 
 

Here is the caller graph for this function: 

 
 

static Boolean Capptioner.Xml.CheckNodeExist (XmlDocument xmlDoc, string 

node)[static] 

 

ノードの有無を調べる  

 

Parameters: 

xmlText  対象のXML 

node  調べるノードのXPath 

Returns: 

存在していたらTrue、存在していなかったらFalse 

Definition at line 94 of file Xml.cs. 

static CaptionOrder Capptioner.Xml.ChengeToCaptionOrder (string msg, string 

rootCaptionPath)[static] 

 

字幕に関する伝文をcaptionOrder型に変える  

 

Parameters: 

msg  送られてきたメッセージ 

rootCaptionPath  字幕に関するXPath 

<return>CaptionOrder</return>  
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Definition at line 195 of file Xml.cs. 

Here is the caller graph for this function: 

 
 

static string Capptioner.Xml.ChengeToMsg (CaptionOrder captionOrder)[static] 

 

captionOrder型から伝文フォーマットを生成  

 

Parameters: 

sendtype   

text  テキスト 

kind  種類 

id  ID 

Returns: 

XML文 

Definition at line 238 of file Xml.cs. 

Here is the caller graph for this function: 

 
 

static XmlNode Capptioner.Xml.LocateLastNode (XmlDocument xmlConfig, string xpath, 

string selector, string path)[static] 

 

xmlDocumentの一番後ろにselectorをノードとして追加する  

 

Parameters: 

xmlConfig   

xpath   

selector   

path   

Returns: 

 

Definition at line 144 of file Xml.cs. 

Here is the call graph for this function: 

 
 

static string Capptioner.Xml.ReplaceLowOrderASCIICharacters (string tmp)[static] 
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特定のアスキーコードをスペースに置き換える  

 

Parameters: 

tmp  文字列 

Returns: 

置き換えた文字列 

Definition at line 23 of file Xml.cs. 

Here is the caller graph for this function: 

 
 

static XmlNode Capptioner.Xml.SelectLastNode (XmlNode xmlNode, string xpath, string 

selector)[static] 

 

selectorの中の一番後ろのノードを返す  

 

Parameters: 

xmlNode  調べるXMLノード 

xpath  xpath 

selector  selector 

Returns: 

 

Definition at line 107 of file Xml.cs. 

Here is the caller graph for this function: 

 
 

static string [] Capptioner.Xml.XmlParse (string xmlText, string nodes)[static] 

 

XMLをパースする  

 

Parameters: 

xmlText   

nodes   

Returns: 

 

Definition at line 44 of file Xml.cs. 
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Here is the call graph for this function: 

 
 

 

The documentation for this class was generated from the following file: 

 C:/Users/yodo/Git/slidenote/Capptioner/Capptioner/Xml.cs 
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コーディング規約 

LOVEPPT 



目的 

 コードの見た目が統一されるため、コードを読むときに、レイアウトではなく内容に重

点を置くことができる。 

 これにより、経験に基づいて推測することで、コードをより迅速に理解できる。 

 コードのコピー、変更、および捕手が容易になる。 

 

命名規則 

クラス 

 Pascal型の名詞、名詞句、形容詞句をつける。 

例 Powerpoint, Documet, CaptionManager 

派生クラス 

 末尾に基本クラスの名前をつける 

例 AssistantControl.cs, CheckedTabControl.cs 

 

インターフェース 

 Iを先頭につけた Pascal型の名詞、名詞句、形容詞句をつける。 

例 ICaption 

 

プロパティ 

 Pascal型の名詞、名詞句、形容詞句をつける。 

例 Hooked, DisplayMode 

 

ローカル変数、フィールド 

 Camel型の名詞、名詞句をつける。 

例 backColor, captionStyle, dimming 

列挙型 

 Pascal型の名詞、名詞句をつける。 

例 NetworkMode, CaptionKind, DisplayMode 

bool型 

 Is, Has, Canを先頭につける。 

例 IsChecked, IsHooked 

Public 

 Pascal型の名詞、名詞句をつける。 

定数 

 全大文字で単語の切れ目に_(アンダースコア)をつなげる。 

例 WM_APP 



 

メソッド 

 Pascal型の動詞、動詞句をつける。 

例 MorphAnalyze, ResetHistory 

イベント 

 Pascal型の動詞、動詞句、現在・過去形をつける。 

例 ReceiveMessage 

イベントハンドラ 

 Camel型のクラス名 + _ + イベント名をつける。 

例 networkManager_AddTab, captionManager_Updated 

コントロール 

 コントロール名 + Pascal型の名詞、名詞句、動詞、動詞句をつける。 

例 button_Start, comboBox_Display 

 

 

レイアウト規則 

 コードエディタの既定の設定(スマートインデント、4 文字インデント、タブを空白)を

使用する。[Ctr + K, Ctr + D] 

 1つの行には 1つのステートメントのみを記述する。 

 メソッド定義とプロパティ定義の間に少なくとも 1行の空白行を追加する。 

 句を成句するときはかっこを使用する 

if(val1 > 0) 

{ 

    exec(); 

} 

 

コメント規則 

 コメントは、コード行の末尾ではなく別の行に記述する。 

 コメントのテキストは日本語で記述する。 

 コメントデリミタ (//) とコメントテキストの間に空白を 1つ挿入する。 

// これはコメントです。規則を守って美しい 

// コードにしましょう。 

 VisualStudioの XMLドキュメント機能を使用してコメントを生成する。 

     /// <summary> 

     /// 字幕の追加 

     /// </summary> 



     /// <param name="html">追加する HTML (たとえば「フェニルアラニン  

/// (C<sub>9</sub>H<sub>11</sub>O<sub>2</sub>N」)</param> 

     /// <param name="typed">true は即興発言。false (省略可) はノート。</param> 

     /// <returns>追加した字幕に割り当てられたシリアル番号を返す。</returns> 

     public int Append(string html, bool typed = false) 

     { 

 

用語 

 Pascal型 ：全ての最初の一文字を大文字にした単語をつなげる記法。 

 Camel型 ：全小文字と最初の一文字を大文字にした単語をつなげる記法。 

 名詞句 ：名詞を主要部とする句。 (many people, caption) 

 形容詞句 ：形容詞を主要部とする句。(to eat, under the tree) 

 動詞句 ：動詞を主要部とする句。 (load config, get it) 

 

参考 

[1] “.NETの命名規則”, http://dobon.net/vb/dotnet/beginner/namingrules.html 

(2014/11/23アクセス) 

[2] “C#のコーディング規則(C#プログラミングガイド)”, http://msdn.microsoft.com/ja-

jp/library/ff926074.aspx (2014/11/23アクセス) 
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